
第 号

令和 7 年 10 月 5 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○

○

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

三重大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科

200三大医病総

厚生労働大臣 開設者名

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和6年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒514-8507　三重県津市栗真町屋町1577

国立大学法人三重大学

三重大学医学部附属病院

〒514-8507　三重県津市江戸橋2丁目174番地

電話（059）232－1111　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

消化器内科：消化器・肝臓内科にて医療を提供している。
神経内科：脳神経内科にて医療を提供している。
内分泌内科、代謝内科：糖尿病・内分泌内科にて医療を提供している。
リウマチ科：リウマチ・膠原病内科にて医療を提供している。

国立大学法人三重大学
　　学長　　伊藤　正明

（様式第10）



（注）

（2）外科

○ ○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

漢方内科

緩和ケア内科

病理診断科 移植外科 形成外科
リウマチ・膠原
病内科

リハビリテー
ション科

脳神経内科 消化器・肝臓内科 腫瘍内科
糖尿病・内分泌
内科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

１精神科 2小児科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

外科

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

標榜している診療科名について記入すること。



５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

303 208.3 511.3 51 0

8 7.1 15.1 16 76

67 0.6 67.6 6 0

0 1.3 1.3 9 0

45 3.7 48.7 0 0

616 97.5 713.5 27 13

0 1.4 1.4 0 53

4 0 4 2 263

6 10 16 54 31

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 7 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

一般 合計

助産師

看護師 医療社会事業従事者

0 655 685

精神 感染症 結核 療養

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

30 0 0

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

産婦人科専門医 18

65

50

10

24

11

7

総合内科専門医

外科専門医

16

289

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医

歯科等以外 歯科等 合計

合計

12

10

29

13

13

11

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　佐久間　肇　） 任命年月日

医療安全管理委員会委員、未承認新規医薬品・医療機器評価委員会委員長として、業務を経験。



人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

16 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

423 ㎡ （主な設備）

147 ㎡ （主な設備）

236 ㎡ （主な設備）

32 ㎡ （主な設備）

758 ㎡ （主な設備）

1617 ㎡ 室数 室 人

759 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注） 1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

497.7

1367.5

6.1

68.5

503.8

1436

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

心電計

集中治療室
381.7

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 人工呼吸装置

入院710.8　外来45.3　計756.1

130.6

5.0

17.0

300.0

共用する室名

無菌病室等
台数

374

0

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

床面積

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

床面積

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

収容定員

蔵書数

1193

55180

病床数 31

53

遠心機、自動分析装置

顕微鏡、遠心機、安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ、高圧蒸気滅菌器、自動分析装置

算出
根拠

顕微鏡、染色装置、局所排気装置

電動昇降式解剖台

遺伝子解析装置、液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ、自動洗浄機

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 89.7 逆紹介率 73.1

19

14008

12198

973

16694

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

2



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

無

無

無

○ 無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

本学ホームページへ掲載。

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

鈴木　明
浜松医科大学医学部附
属病院医療安全管理室

特任准教授

医療に係る安全管理又
は法律に関する識見を
有する者その他の学識
経験を有する者

1

片山　眞洋
片山総合法律事務所

弁護士

医療に係る安全管理又
は法律に関する識見を
有する者その他の学識
経験を有する者

1

小池　敦
三重県立看護大学

看護学部　教授
医療を受ける者その他
の医療従事者以外の者

2

利害
関係

委員の要件
該当状況

山﨑　正法
公益財団法人暴力追放

三重県民センター
専務理事兼事務局長

医療を受ける者その他
の医療従事者以外の者

2

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

46人

5人

33人

3

84人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

子宮内細菌叢検査2

子宮内膜受容能検査2

膜構造を用いた生理学的精子選択術

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

2

0人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

インターフェロンα皮下投与及びジドブジン経口投与の併用療法

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検　早期胃がん

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 内視鏡手術用支援機器を用いた腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

内視鏡手術用支援機器を用いた腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術

医療技術名 ロボット支援下肺悪性腫瘍手術　気管支形成を伴う肺切除 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

ロボット支援下肺悪性腫瘍手術　気管支形成を伴う肺切除

医療技術名
ロボット支援手術(咽頭、下咽頭悪性手術、中咽頭悪性腫瘍手術〔前壁切
除〕、中咽頭悪性腫瘍手術〔前壁以外〕)

取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 僧帽弁形成術(胸腔鏡下) 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

僧帽弁形成術(胸腔鏡下)

医療技術名 僧帽弁置換術(胸腔鏡補助下) 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

僧帽弁置換術(胸腔鏡補助下)

医療技術名 頭頚部アルミノックス治療 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

頭頚部アルミノックス治療

医療技術名 内視鏡手術用支援機器を用いた腹腔鏡下総胆管拡張症手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

内視鏡手術用支援機器を用いた腹腔鏡下総胆管拡張症手術

医療技術名
ロボット支援下高難度肝切除〈1区域切除(外側区域切除を除く)、2区域切
除、3区域切除以上、亜区域切除〉

取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名

ダヴィンチSPを用いたロボット支援下肺悪性腫瘍手術
ダヴィンチSPを用いたロボット支援下前縦隔悪性腫瘍手術
ダヴィンチSPを用いたロボット支援下肺悪性腫瘍手術
ダヴィンチSPを用いたロボット支援下肺悪性腫瘍手術
ダヴィンチSPを用いたロボット支援下縦隔悪性腫瘍手術
ダヴィンチSPを用いたロボット支援下後縦隔悪性腫瘍手術

取扱患者数 6

当該医療技術の概要
ダヴィンチSPを用いたロボット支援下肺悪性腫瘍手術
ダヴィンチSPを用いたロボット支援下前縦隔悪性腫瘍手術
ダヴィンチSPを用いたロボット支援下肺悪性腫瘍手術
ダヴィンチSPを用いたロボット支援下肺悪性腫瘍手術
ダヴィンチSPを用いたロボット支援下縦隔悪性腫瘍手術
ダヴィンチSPを用いたロボット支援下後縦隔悪性腫瘍手術

その他の高度医療の種類の合計数 9

取扱い患者数の合計（人） 17

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

ロボット支援手術(咽頭、下咽頭悪性手術、中咽頭悪性腫瘍手術〔前壁切除〕、中咽頭悪性腫瘍手術〔前壁
以外〕)

ロボット支援下高難度肝切除〈1区域切除(外側区域切除を除く)、2区域切除、3区域切除以上、亜区域切除〉

（様式第2）（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 6 59 拘束型心筋症 0
2 筋萎縮性側索硬化症 33 60 再生不良性貧血 19
3 脊髄性筋萎縮症 1 61 自己免疫性溶血性貧血 4
4 原発性側索硬化症 0 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 1
5 進行性核上性麻痺 7 63 免疫性血小板減少症 39
6 パーキンソン病 223 64 血栓性血小板減少性紫斑病 1
7 大脳皮質基底核変性症 4 65 原発性免疫不全症候群 7
8 ハンチントン病 0 66 IgＡ 腎症 37
9 神経有棘赤血球症 0 67 多発性嚢胞腎 54
10 シャルコー・マリー・トゥース病 0 68 黄色靱帯骨化症 8
11 重症筋無力症 58 69 後縦靱帯骨化症 47
12 先天性筋無力症候群 0 70 広範脊柱管狭窄症 5
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 72 71 特発性大腿骨頭壊死症 42

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニュー
ロパチー 19 72 下垂体性ADH分泌異常症 23

15 封入体筋炎 0 73 下垂体性TSH分泌亢進症 1
16 クロウ・深瀬症候群 2 74 下垂体性PRL分泌亢進症 6
17 多系統萎縮症 22 75 クッシング病 6
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 55 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
19 ライソゾーム病 3 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 25
20 副腎白質ジストロフィー 1 78 下垂体前葉機能低下症 72
21 ミトコンドリア病 7 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 2
22 もやもや病 29 80 甲状腺ホルモン不応症 0
23 プリオン病 0 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 2
24 亜急性硬化性全脳炎 0 82 先天性副腎低形成症 0
25 進行性多巣性白質脳症 0 83 アジソン病 0
26 HTLV-1関連脊髄症 3 84 サルコイドーシス 58
27 特発性基底核石灰化症 0 85 特発性間質性肺炎 19
28 全身性アミロイドーシス 60 86 肺動脈性肺高血圧症 45
29 ウルリッヒ病 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
30 遠位型ミオパチー 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 44
31 ベスレムミオパチー 0 89 リンパ脈管筋腫症 3
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 90 網膜色素変性症 22
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 91 バッド・キアリ症候群 1
34 神経線維腫症 23 92 特発性門脈圧亢進症 1
35 天疱瘡 18 93 原発性胆汁性胆管炎 44
36 表皮水疱症 0 94 原発性硬化性胆管炎 5
37 膿疱性乾癬（汎発型） 18 95 自己免疫性肝炎 11
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 96 クローン病 232
39 中毒性表皮壊死症 3 97 潰瘍性大腸炎 378
40 高安動脈炎 16 98 好酸球性消化管疾患 3
41 巨細胞性動脈炎 15 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
42 結節性多発動脈炎 6 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
43 顕微鏡的多発血管炎 28 101 腸管神経節細胞僅少症 0
44 多発血管炎性肉芽腫症 13 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 19 103 CFC症候群 0
46 悪性関節リウマチ 5 104 コステロ症候群 0
47 バージャー病 2 105 チャージ症候群 1
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1
49 全身性エリテマトーデス 188 107 若年性特発性関節炎 3
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 115 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
51 全身性強皮症 107 109 非典型溶血性尿毒症症候群 2
52 混合性結合組織病 31 110 ブラウ症候群 0
53 シェーグレン症候群 22 111 先天性ミオパチー 0
54 成人発症スチル病 16 112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 6 113 筋ジストロフィー 8
56 ベーチェット病 50 114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0
57 特発性拡張型心筋症 50 115 遺伝性周期性四肢麻痺 0
58 肥大型心筋症 17 116 アトピー性脊髄炎 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
117 脊髄空洞症 5 175 ウィーバー症候群 0
118 脊髄髄膜瘤 1 176 コフィン・ローリー症候群 0
119 アイザックス症候群 0 177 ジュベール症候群関連疾患 0
120 遺伝性ジストニア 1 178 モワット・ウィルソン症候群 0
121 脳内鉄沈着神経変性症 0 179 ウィリアムズ症候群 1
122 脳表ヘモジデリン沈着症 1 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
123 ＨＴＲＡ１関連脳小血管病 0 181 クルーゾン症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳動脈
症 1 182 アペール症候群 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん性白
質脳症 0 183 ファイファー症候群 0

126 ペリー病 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 2 185 コフィン・シリス症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 187 歌舞伎症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 188 多脾症候群 0
131 アレキサンダー病 0 189 無脾症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 190 鰓耳腎症候群 0
133 メビウス症候群 0 191 ウェルナー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 192 コケイン症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
136 片側巨脳症 0 194 ソトス症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 195 ヌーナン症候群 1
138 神経細胞移動異常症 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 197 １p36欠失症候群 0
140 ドラベ症候群 0 198 ４p欠失症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 199 ５p欠失症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 201 アンジェルマン症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 1 202 スミス・マギニス症候群 0
145 ウエスト症候群 2 203 22q11.2欠失症候群 0
146 大田原症候群 0 204 エマヌエル症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 206 脆弱X症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
150 環状20番染色体症候群 0 208 修正大血管転位症 4
151 ラスムッセン脳炎 0 209 完全大血管転位症 5
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 210 単心室症 7
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 211 左心低形成症候群 2

154
睡眠時棘徐波活性化を示す発達性てんかん性脳症
及びてんかん性脳症 0 212 三尖弁閉鎖症 1

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 2
156 レット症候群 0 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 215 ファロー四徴症 12
158 結節性硬化症 9 216 両大血管右室起始症 3
159 色素性乾皮症 0 217 エプスタイン病 0
160 先天性魚鱗癬 0 218 アルポート症候群 1
161 家族性良性慢性天疱瘡 1 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 12 220 急速進行性糸球体腎炎 4
163 特発性後天性全身性無汗症 4 221 抗糸球体基底膜腎炎 1
164 眼皮膚白皮症 0 222 一次性ネフローゼ症候群 43
165 肥厚性皮膚骨膜症 0 223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1
166 弾性線維性仮性黄色腫 1 224 紫斑病性腎炎 3
167 マルファン症候群／ロイス・ディーツ症候群 4 225 先天性腎性尿崩症 0
168 エーラス・ダンロス症候群 1 226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1
169 メンケス病 0 227 オスラー病 11
170 オクシピタル・ホーン症候群 0 228 閉塞性細気管支炎 0
171 ウィルソン病 2 229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1
172 低ホスファターゼ症 1 230 肺胞低換気症候群 0
173 VATER症候群 0 231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0
174 那須・ハコラ病 0 232 カーニー複合 0



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
233 ウォルフラム症候群 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型） 0

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィーを除
く。） 0 292 総排泄腔外反症 0

235 副甲状腺機能低下症 1 293 総排泄腔遺残 1
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 2 296 胆道閉鎖症 7
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 297 アラジール症候群 1
240 フェニルケトン尿症 0 298 遺伝性膵炎 0
241 高チロシン血症1型 0 299 嚢胞性線維症 0
242 高チロシン血症2型 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 13
243 高チロシン血症3型 0 301 黄斑ジストロフィー 1
244 メープルシロップ尿症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
245 プロピオン酸血症 0 303 アッシャー症候群 0
246 メチルマロン酸血症 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
247 イソ吉草酸血症 0 305 遅発性内リンパ水腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 306 好酸球性副鼻腔炎 56
249 グルタル酸血症1型 0 307 カナバン病 0
250 グルタル酸血症2型 0 308 進行性白質脳症 0
251 尿素サイクル異常症 0 309 進行性ミオクローヌスてんかん 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 310 先天異常症候群 0
253 先天性葉酸吸収不全 0 311 先天性三尖弁狭窄症 0
254 ポルフィリン症 0 312 先天性僧帽弁狭窄症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 313 先天性肺静脈狭窄症 0
256 筋型糖原病 0 314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

257 肝型糖原病 1 315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／ＬＭＸ１Ｂ
関連腎症 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランスフェラーゼ
欠損症 0 316 カルニチン回路異常症 0

259
レシチンコレステロールアシルトランスフェラーゼ欠損
症 0 317 三頭酵素欠損症 0

260 シトステロール血症 0 318 シトリン欠損症 1
261 タンジール病 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

262 原発性高カイロミクロン血症 1 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）
欠損症 0

263 脳腱黄色腫症 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
264 無βリポタンパク血症 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
265 脂肪萎縮症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
266 家族性地中海熱 2 324 メチルグルタコン酸尿症 0
267 高ＩｇＤ症候群 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
268 中條・西村症候群 0 326 大理石骨病 0

269 化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アクネ症候群 0 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに限
る。） 2

270 慢性再発性多発性骨髄炎 0 328 前眼部形成異常 0
271 強直性脊椎炎 8 329 無虹彩症 0
272 進行性骨化性線維異形成症 0 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 2
273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 8
274 骨形成不全症 0 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
275 タナトフォリック骨異形成症 0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
276 軟骨無形成症 2 334 脳クレアチン欠乏症候群 0
277 リンパ管腫症/ゴーハム病 1 335 ネフロン癆 0
278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0 336 家族性低βリポタンパク血症1（ホモ接合体） 0
279 巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病変） 0 337 ホモシスチン尿症 0
280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0 338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0
281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 2 339 ＭＥＣＰ２重複症候群 0
282 先天性赤血球形成異常性貧血 0 340 線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群を含む。） 0
283 後天性赤芽球癆 0 341 ＴＲＰＶ４異常症 0
284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
285 ファンコニ貧血 0
286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
287 エプスタイン症候群 0
288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 3
289 クロンカイト・カナダ症候群 1
290 非特異性多発性小腸潰瘍症 2

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。
疾患数 139
合計患者数（人） 2930



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

緩和ケア診療加算

ハイケアユニット入院医療管理料1

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

ハイケアユニット入院医療管理料 早期離床・リハビリテーショ
ン加算

特定集中治療室管理料１（算定上限日数に係る施設基準）

特定集中治療室管理料１（早期離床・リハビリテーション加算）

地域医療体制確保加算

救命救急入院料3

救命救急入院料 救急体制充実加算1

精神科身体合併症管理加算

依存症入院医療管理加算

救命救急入院料 小児加算

救命救急入院料 早期離床・リハビリテーション加算

救命救急入院料 早期栄養介入管理加算

特定集中治療室管理料1

特定集中治療室管理料 小児加算

データ提出加算2 許可病床数が200床以上の病院の場合

入退院支援加算１

入退院支援加算 地域連携診療計画加算

せん妄ハイリスク患者ケア加算

精神疾患診療体制加算１、２

排尿自立支援加算

無菌治療室管理加算１

無菌治療室管理加算２

放射線治療病室管理加算（密封小線源による治療の場合）

看護職員夜間配置加算 看護職員夜間12対1配置加算2

看護職員夜間配置加算 看護職員夜間12対1配置加算1

看護補助加算2

看護補助加算（看護補助体制充実加算）

急性期看護補助体制加算（夜間急性期看護補助体制加算）

急性期看護補助体制加算（夜間看護体制加算）

急性期看護補助体制加算（看護補助体制充実加算）

入退院支援加算 入院時支援加算

入退院支援加算 総合機能評価加算

医療的ケア児(者)入院前支援加算

特定機能病院入院基本料 精神病棟 13対1入院基本料

特定機能病院入院基本料 入院栄養管理体制加算

超急性期脳卒中加算

診療録管理体制加算2

医師事務作業補助体制加算１

急性期看護補助体制加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

医療DX推進体制整備加算

初診料の注１、再診料の注１及び外来診療料の注１の規定に
よる情報通信機器を用いた診療

特定機能病院入院基本料 一般病棟 7対1入院基本料

バイオ後続品使用体制加算

病棟薬剤業務実施加算１

病棟薬剤業務実施加算2

（様式第2）（様式第2）



後発医薬品使用体制加算1 歯科外来診療医療安全対策加算2

入院時食事療養／生活療養（Ⅰ）

ハイリスク分娩管理加算 歯科診療特別対応連携加算

術後疼痛管理チーム加算 歯科外来診療感染対策加算3

呼吸ケアチーム加算 地域歯科診療支援病院歯科初診料

総合周産期特定集中治療室管理料 母体・胎児集中治療室
管理料

摂食障害入院医療管理加算

感染対策向上加算 指導強化加算
小児入院医療管理料 プレイルーム加算 保育士１名以上の場

合

患者サポート体制充実加算 小児入院医療管理料 養育支援体制加算

栄養サポートチーム加算 総合周産期特定集中治療室管理料 成育連携支援加算

医療安全対策加算１

褥瘡ハイリスク患者ケア加算 看護職員処遇改善評価料60

新生児特定集中治療室管理料１

がん拠点病院加算 がんゲノム拠点病院加算

新生児治療回復室入院医療管理料

感染対策向上加算1 小児入院医療管理料２

重症患者初期支援充実加算 小児入院医療管理料２（無菌治療管理加算）

ハイリスク妊娠管理加算



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）
乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除（腋窩郭清を伴わな

いもの）及び乳輪切除術（腋窩郭清を伴うもの）

移植後患者指導管理料（臓器移植後） 乳房切除術(遺伝性乳癌卵巣癌症候群の患者)

外来緩和ケア管理料 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（MRIによるもの）

腎代替療法指導管理料
胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い

る場合）

糖尿病透析予防指導管理料
ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術　【一次一期的再建・

一次二期的再建及び二次再建】

乳腺炎重症化予防・ケア指導料 乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

婦人科特定疾患治療管理料
胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる

場合）

がん患者指導管理料ロ 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

がん患者指導管理料ニ 頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

がん患者指導管理料ハ
鏡視下喉頭悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用いる

場合)

糖尿病合併症管理料 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）

がん患者指導管理料イ 内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

がん性疼痛緩和指導管理料
鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）

（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）　【手術通則18】

高度の医療の提供の実績

心臓ペースメーカー指導管理料 遠隔モニタリング加算
内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内視
鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うもの）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

一般不妊治療管理料
胸腔鏡下肺切除術(区域切除及び肺葉切除術又は1肺葉を
超えるものに限る。)(内視鏡手術用支援機器を用いる場合)

（様式第2）



生殖補助医療管理料１
胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い

る場合）

外来栄養食事指導料 栄養食事指導
肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併

切除を伴うもの）に限る）

外来栄養食事指導料 専門的な栄養指導
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術 区域切除(内視鏡手術用支援機

器を用いる場合)

外来腫瘍化学療法診療料１
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術 肺葉切除又は1肺葉を超えるもの

(内視鏡手術用支援機器を用いる場合)

外来腫瘍化学療法診療料 連携充実加算 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術 気管支形成を伴う肺切除

外来腫瘍化学療法診療料 がん薬物療法体制充実加算 肺悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

外来放射線照射診療料

内視鏡による縫合術・閉鎖術【食道縫合術(穿孔、損傷)(内視
鏡によるもの),　内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術,　胃
瘻閉鎖術(内視鏡によるもの),　小腸瘻閉鎖術(内視鏡による
の),　結腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの),　腎(腎盂)腸瘻閉鎖
術(内視鏡によるもの),　尿管腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの),
膀胱腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの),　膣腸瘻閉鎖術(内視鏡

によるもの)】

開放型病院共同指導料
胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い

る場合）

ハイリスク妊産婦連携指導料Ⅰ 経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの）

ハイリスク妊産婦連携指導料Ⅱ 胸腔鏡下弁形成術

こころの連携指導料（Ⅱ）
経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮的

大動脈弁置換術）

がん治療連携計画策定料 経カテーテル弁置換術（経皮的肺動脈弁置換術）

認知症専門診断管理料 胸腔鏡下弁置換術

肝炎インターフェロン治療計画料 経皮的僧帽弁クリップ術

外来排尿自立指導料 不整脈手術 左心耳閉鎖 胸腔鏡下によるもの

薬剤管理指導料 不整脈手術 左心耳閉鎖 経カテーテル的手術によるもの



診療情報提供料（Ⅰ）　地域連携診療計画加算 経皮的中隔心筋焼灼術

電子的診療情報評価料 ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術（リードレスペースメーカー）

診療情報提供料（Ⅰ）　検査・画像情報提供加算 ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

医療機器安全管理料2
両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室

ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

医療機器安全管理料１
両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術（経静脈電極の場合）及び両心室

ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術（経静脈電極の場合）

救急患者連携搬送料
植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植込

型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

在宅血液透析指導管理料
植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下
植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他

のもの）及び経静脈電極抜去術

在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料
両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極
の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換

術（心筋電極の場合）

在宅腫瘍治療電場療法指導管理料
両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交

換術（経静脈電極の場合）

持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）

大動脈バルーンパンピング法(IABP法)

持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

骨髄微小残存病変量 補助人工心臓

BRCA1/2遺伝子検査 腫瘍細胞を検体とするもの 経皮的下肢動脈形成術

BRCA1/2遺伝子検査 血液を検体とするもの 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

がんゲノムプロファイリング検査 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

遺伝学的検査 骨盤内悪性腫瘍及び腹腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

染色体検査　注２に係る絨毛染色体検査 内視鏡的逆流防止粘膜切除術



先天性代謝異常症検査 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）

抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体特
異性同定検査）

腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内視

鏡手術用支援機器を用いるもの））

微生物核酸同定・定量検査 ウイルス・細菌核酸多項目同時
検出(SARS-CoV-2核酸検出を含まないもの)

腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援
機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫

瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

微生物核酸同定・定量検査 HPV核酸検出
腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内視鏡

手術用支援機器を用いるもの））

微生物核酸同定・定量検査 HPV核酸検出(簡易ジェノタイプ
判定)

胃瘻造設術(経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造
設術を含む。)

微生物核酸同定・定量検査 ウイルス・細菌核酸多項目同時
検出(髄液)

バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

検体検査判断料 検体検査管理加算(Ⅰ) 腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

検体検査判断料 検体検査管理加算(Ⅳ)
胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）

を伴うものに限る）

検体検査判断料 国際標準検査管理加算 腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

検体検査判断料 遺伝カウンセリング加算 腹腔鏡下肝切除術（部分切除及び外側区域切除）

検体検査判断料 遺伝性腫瘍カウンセリング加算
腹腔鏡下肝切除術（亜区域切除、１区域切除（外側区域切除

を除く。）、２区域切除及び３区域切除以上のもの

心臓カテーテル法による諸検査 血管内視鏡検査加算 生体部分肝移植術

時間内歩行試験 同種死体肝移植術

シャトルウォーキングテスト 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

超音波検査 心臓超音波検査 胎児心エコー法 腹腔鏡下膵中央切除術

ヘッドアップティルト試験 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

長期継続頭蓋内脳波検査
腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用

いる場合）



脳波検査判断料１
腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用い

る場合を除く。）

神経学的検査
腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用い

る場合）

補聴器適合検査 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

黄斑局所網膜電図
腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術(内視鏡手術用支援機器を用

いる場合)

全視野精密網膜電図 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

ロービジョン検査判断料 内視鏡的小腸ポリープ切除術

コンタクトレンズ検査料１
腹腔鏡下直腸切除・切断術(内視鏡手術用支援機器を用いる

場合)

内服・点滴誘発試験 副腎腫瘍ラジオ波焼灼療法

経頸静脈的肝生検
腹腔鏡下腎悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援

機器を用いるもの）

前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像による
もの）

腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

経気管肺生検法（ＣＴ透視下気管支鏡検査加算）
腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場

合）

ポジトロン断層撮影 同種死体腎移植術

ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 生体腎移植術

コンピューター断層撮影(CT撮影及びMRI撮影) 膀胱水圧拡張術　ハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道）

コンピューター断層撮影(CT撮影) 冠動脈CT撮影加算 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

コンピューター断層撮影(CT撮影) 外傷全身CT加算
腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い

る場合）

血流予備量比コンピューター断層撮影 人工尿道括約筋植込・置換術



磁気共鳴コンピューター断層撮影(MRI撮影) 肝エラストグラ
フィ加算

膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）　埋没陰茎手術　陰
嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

磁気共鳴コンピューター断層撮影（心臓ＭＲＩ撮影加算） 精巣内精子採取術

磁気共鳴コンピューター断層撮影（乳房ＭＲＩ撮影加算）
腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用

いるもの）

磁気共鳴コンピューター断層撮影（頭部MRI撮影加算） 腹腔鏡下仙骨膣固定術

画像診断管理加算1
腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いた場

合）

画像診断管理加算4
腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる

場合）

処方料 抗悪性腫瘍剤処方管理加算 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍術（子宮体がんに限る）

無菌製剤処理料 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍術（子宮頸がんに限る）

外来化学療法加算１
腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手

術用支援機器を用いる場合）

心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
子宮附属器腫瘍摘出術(両側)(遺伝性乳癌卵巣癌症候群の

患者)

運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 胎児胸腔・羊水腔シャント術

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 体外式膜型人工肺管理料

摂食機能療法 摂食嚥下機能回復体制加算2 輸血管理料Ⅰ

がん患者リハビリテーション料 輸血管理料 貯血式自己血輸血管理体制加算

通院・在宅精神療法 療養生活継続支援加算 自己生体組織接着剤作成術

認知療法・認知行動療法1 医師による場合 同種クリオプレシピテート作製術



精神科ショート・ケア 小規模なもの 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

精神科デイ・ケア 小規模なもの 胃瘻造設時嚥下評価機能加算

抗精神病特定薬剤治療指導管理料 治療抵抗性統合失調症
治療指導管理料

麻酔管理料（Ⅰ)

医療保護入院等診療料 周術期薬剤管理加算

静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） 麻酔管理料（Ⅱ）

硬膜外自家血注入 放射線治療管理料（放射線治療専任加算）

エタノールの局所注入（甲状腺） 放射線治療管理料（外来放射線治療加算）

エタノールの局所注入（副甲状腺） 体外照射 強度変調放射線治療(IMRT)

人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１） １回線量増加加算（前立腺照射）

人工腎臓 導入期加算3 体外照射 高エネルギー放射線治療 一回線量増加加算

人工腎臓（透析液水質確保加算２） 体外照射 強度変調放射線治療(IMRT) 一回線量増加加算

血漿交換療法（難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋
白を呈する糖尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法）

体外照射（画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ））

血漿交換療法（移植後抗体関連型拒絶反応治療における血
漿交換療法）

体外照射 体外照射呼吸性移動対策加算

ストーマ処置 ストーマ合併症加算 直線加速器による放射線治療 定位放射線治療の場合

皮膚悪性腫瘍切除術 センチネルリンパ節加算を算定する場
合

直線加速器による放射線治療（定位放射線治療呼吸移動対
策加算）

皮膚移植術(死体) 密封小線源治療（画像誘導密封小線源治療加算）

組織拡張器による再建手術(一連につき) 乳房(再建手術)の
場合

デジタル病理画像による病理診断



四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術 処理骨再建加算 病理診断料 病理診断管理加算2

骨悪性腫瘍、類骨骨腫及び四肢軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法
(一連として)

病理診断料 悪性腫瘍病理組織標本加算

骨悪性腫瘍手術(処理骨再建加算) 保険医療機関間の連携による病理診断

骨移植術(軟骨移植術を含む。) 自家培養軟骨移植術
保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術

中迅速病理組織標本作製

骨移植術(軟骨移植術を含む。) 同種骨移植(非生体) 同種骨
移植(特殊なもの)

保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による迅
速細胞診

人工股関節置換術(手術支援装置を用いるもの) 看護職員処遇改善評価料

後縦靭帯骨化症手術 外来・在宅ベースアップ評価料(Ⅰ)

椎間板内酵素注入療法 入院ベースアップ評価料

腫瘍脊椎骨全摘術
歯科疾患管理料の注11に規定する総合医療管理加算及び

歯科治療時医療管理料

緊急穿頭血腫除去術 口腔細菌定量検査

頭蓋内腫瘍摘出術 原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算 歯科口腔リハビリテーション料２

脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激
装置交換術

加圧根管充填処置 手術用顕微鏡加算

癒着性脊髄くも膜炎手術(脊髄くも膜剥離操作を行うもの)
歯根端切除手術 歯科用3次元エックス線断層撮影装置及び

手術用顕微鏡を用いた場合

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 広範囲顎骨支持型装置埋入手術

角結膜悪性腫瘍切除手術
上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係る
ものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）

（歯科診療に係るものに限る。）

角膜移植術（内皮移植加算） クラウン・ブリッジ維持管理料

羊膜移植術 印象採得 歯科技工士連携加算1



緑内障手術（流出路再建術 眼内法）（水晶体再建術併用眼
内ドレーン挿入術）

光学印象 光学印象歯科技工士連携加算

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの））

咬合採得 歯科技工士連携加算1

緑内障手術（濾過胞再建術（needle 法）） 仮床試適 歯科技工士連携加算1

人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨
導補助器交換術

網膜再建術 CAD/CAM冠及びCAD/CAMインレー

経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 歯科技工加算

人工中耳植込術 歯科外来・在宅ベースアップ評価料(Ⅰ)



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 21例

剖検率（％） 4.8

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

4回/週

　・

　・

剖　検　の　状　況

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）（様式第2）



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

本邦の集中治療領域における新たなQuality indicatorの構築 中橋奨 医学部附属病院 395,394
補

委
独立行政法人日本学術振興会

骨格筋-脳コミュニケーション異常と敗血症関連脳症：骨格筋エキソ
ソームの役割解明

川本英嗣 医学部附属病院 3,439,893
補

委
独立行政法人日本学術振興会

精神病症状を伴う双極性障害と統合失調症の神経ネットワーク～
白質障害の比較解析～

城山隆 医学部附属病院 767,047
補

委
独立行政法人日本学術振興会

医療事故情報の適切な提示を可能とする組織的対応の基礎的知
見構築

兼児敏浩 医学部附属病院 164,672
補

委
独立行政法人日本学術振興会

4D flow MRIを用いた大動脈解離の血流評価及び予後予測 東川貴俊 医学部附属病院 1,525,798
補

委
独立行政法人日本学術振興会

DOACがもたらすHMGB1-HIFシグナルに注目した革新的HCC制
御機構

野口大介 医学部附属病院 764,239
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ヒト脳脊髄液の多角的プロテオミクスによる術後せん妄の機序解明
および創薬標的の探索

中森裕毅 医学部附属病院 2,165,792
補

委
独立行政法人日本学術振興会

VR(仮想現実感)による術後せん妄予防：ICU入室患者での検討 江角亮 医学部附属病院 2,151,813
補

委
独立行政法人日本学術振興会

脳アミロイド血管症：ペントラキシン３を標的とした新規治療法の開
発

新堂晃大 医学部附属病院 941,540
補

委
独立行政法人日本学術振興会

聴覚変化応答と脳内抑制系を標的とした双極性障害の神経認知
の探索

元村英史 医学部附属病院 1,115,146
補

委
独立行政法人日本学術振興会

放射線性心臓障害における免疫学的機序の解明 豊増泰 医学部附属病院 2,257,949
補

委
独立行政法人日本学術振興会

難治性B細胞リンパ腫の腫瘍起源の解明と治療法の探索 宮﨑香奈 医学部附属病院 1,648,825
補

委
独立行政法人日本学術振興会

治療抵抗性乳癌に対するGD2を標的とした新規免疫療法の開発 齋藤佳菜子 医学部附属病院 1,013,229
補

委
独立行政法人日本学術振興会

Micro CTによる先天性心疾患の高精細3Dアトラス作成と心内組織
三次元可視化

山崎誉斗 医学部附属病院 1,301,099
補

委
独立行政法人日本学術振興会

エキソソームPD-L1が敗血症性免疫麻痺を誘導するメカニズムの
解明

川本英嗣 医学部附属病院 152,980
補

委
独立行政法人日本学術振興会

インテグリン・ターゲティングによる新型コロナウイルス誘導性ARDS
の治療法開発

今井寛 医学部附属病院 2,063,223
補

委
独立行政法人日本学術振興会

コンピューター数値流体力学解析および動的造影MRIによる脳動
脈瘤の壁性状の検討

三浦洋一 医学部附属病院 1,022,681
補

委
独立行政法人日本学術振興会

地域圏統合型医療情報データベースを活用したヨード造影剤の安
全使用に係る提言

兼児敏浩 医学部附属病院 1,837,426
補

委
独立行政法人日本学術振興会

細胞膜透過性亢進を利用した腫瘍凍結療法の新規技術開発 藤森将志 医学部附属病院 902,174
補

委
独立行政法人日本学術振興会

機械学習を用いてBRVOの治療予後を黄斑部OCT画像から予測
する

松井　良諭 医学部附属病院 366,228
補

委
独立行政法人日本学術振興会

医療的ケアが昼夜必要な在宅療養児の養育者の生活に即した地
域包括支援システムの構築

岩本彰太郎 医学部附属病院 100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

新型コロナウイルス感染症拡大が出生率に及ぼす影響と子育て支
援に関する探索的研究

池田若葉 医学部附属病院 954,204
補

委
独立行政法人日本学術振興会

小児急性骨髄性白血病に対する免疫学的アジュバント療法の探
索的研究

岩本彰太郎 医学部附属病院 1,437,760
補

委
独立行政法人日本学術振興会

膵癌進展の病態伝播を担う細胞外小胞の機能解明~臨床応用を
目指して~

坪井順哉 医学部附属病院 1,646,822
補

委
独立行政法人日本学術振興会

胆汁酸を起点とした肝筋連関の解明と肝性サルコペニアの診断・
治療

岩佐元雄 医学部附属病院 1,131,286
補

委
独立行政法人日本学術振興会

MR関連高血圧症による心不全発症メカニズムの解明 岡本隆二 医学部附属病院 786,063
補

委
独立行政法人日本学術振興会

透析患者における冠動脈形成術後の至適抗血小板薬投与期間と
炎症マーカーとの関連

栗田泰郎 医学部附属病院 1,382,175
補

委
独立行政法人日本学術振興会

酪酸産生菌によるウイルス性呼吸器感染症に対する治療効果の検
討とその作用機序の解明

加藤秀雄 医学部附属病院 150,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

Epigenetic Driftの概念による大腸癌RNAメチル化指標の開発 奥川喜永 医学部附属病院 3,036,300
補

委
独立行政法人日本学術振興会

心停止後症候群におけるPD-L1を介した免疫機能制御不全の分
子メカニズムの解明

池尻薫 医学部附属病院 2,307,568
補

委
独立行政法人日本学術振興会

肺炎・腎不全-関連ICUせん妄の予測AIモデルの開発とフィジビリ
ティ検証

新貝達 医学部附属病院 2,755,929
補

委
独立行政法人日本学術振興会

多血小板血漿由来エクソソームを用いた椎間板再生治療の開発 明田浩司 医学部附属病院 1,002,267
補

委
独立行政法人日本学術振興会

胎児の脳損傷を予防するための心拍細変動解析による分娩監視
指標の開発

真川祥一 医学部附属病院 1,622,799
補

委
独立行政法人日本学術振興会

分娩時胎児酸素化能改善を目的とした母体へのタダラフィル投与
の安全性についての検証

田中博明 医学部附属病院 1,861,782
補

委
独立行政法人日本学術振興会

頭頸部癌の化学放射線療法の効果を高め、有害事象を抑制する
新規抗miR-21療法

石永一 医学部附属病院 1,452,488
補

委
独立行政法人日本学術振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

補助元又は委託元

（様式第3）
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cAMP-PDE2シグナル伝達の区画化の概念による悪性黒色腫の新
たな治療方法

村田琢 医学部附属病院 1,407,949
補

委
独立行政法人日本学術振興会

COVID-19によるパンデミック後の新興感染症対策の再構築にか
かる研究

田辺正樹 医学部附属病院 2,308,010
補

委
独立行政法人日本学術振興会

誤嚥性肺炎の経験的治療におけるセフトリアキソンの有効性およ
び至適投与法の探索

加藤秀雄 医学部附属病院 956,211
補

委
独立行政法人日本学術振興会

心腎連関に基づいた高齢心不全患者における抗不整脈薬の新た
な投与量設計法の確立

朝居祐貴 医学部附属病院 713,525
補

委
独立行政法人日本学術振興会

マルチパラメトリックMRI解析による小児脳腫瘍の診断と治療効果
判定の有用性の検討

小久江良太 医学部附属病院 778,873
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ホスホジエステラーゼ5阻害薬：タダラフィル投与による胎児発育改
善のメカニズム解明

真木晋太郎 医学部附属病院 178,228
補

委
独立行政法人日本学術振興会

妊婦および新生児サイトメガロウイルススクリーニング体制の両立に
向けた研究

鳥谷部邦明 医学部附属病院 1,100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

自然免疫と転写因子の関連性を介したB型肝炎ウィルス新規治療
法の開発

爲田雅彦 医学部附属病院 3,054,731
補

委
独立行政法人日本学術振興会

抜去されたPS型脛骨インサートにおけるpostの損傷メカニズムと酸
化劣化の解析

刀根慎恵 医学部附属病院 300,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

男性不妊治療改善に向けた細胞外耐凍剤と抗酸化化合物が凍結
精子に与える影響の解明

前沢忠志 医学部附属病院 1,458,905
補

委
独立行政法人日本学術振興会

Th1/Th2バランスをターゲットとしたPDE5阻害薬による流産改善効
果の検証

高山恵理奈 医学部附属病院 1,413,786
補

委
独立行政法人日本学術振興会

タダラフィル母体投与が胎児発育不全児の神経学的予後を改善
するメカニズムの解明

二井理文 医学部附属病院 944,354
補

委
独立行政法人日本学術振興会

入院関連能力障害に対する包括的予防戦略の確立 百崎良 医学部附属病院 2,170,454
補

委
独立行政法人日本学術振興会

フローサイトメトリー法を用いた抗体医薬品の一斉測定法の新規開
発と臨床応用

岩本卓也 医学部附属病院 1,035,560
補

委
独立行政法人日本学術振興会

幹細胞様メモリーT細胞分画に優れるγδ-T細胞の誘導法の検討 石原幹也 医学部附属病院 2,284,418
補

委
独立行政法人日本学術振興会

Pan-neuro-glial networkにおける抗精神病薬の作用と有害反応機
序の探索

福山孝治 医学部附属病院 1,100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

パンデミック期間中における自殺特性変化の計量経済学的解析 松本龍介 医学部附属病院 1,200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

新規プレパルス抑制パラダイムの確立と臨床応用 元村英史 医学部附属病院 150,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

画像解析技術を用いた膵癌の局所組織性状を反映した画像診断
mapの開発

永田幹紀 医学部附属病院 1,512,141
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ボリュームメトリー, 肝線維化指標及び肝細胞機能の総合的画像診
断法の開発と臨床応用

市川泰崇 医学部附属病院 1,683,427
補

委
独立行政法人日本学術振興会

AFP陽性細胞をターゲットとした新規NASH治療戦略の構築 川村聡 医学部附属病院 2,097,467
補

委
独立行政法人日本学術振興会

SLEにおける精神症状発症におけるTREM2を介したマイクログリア
活性化機序の解明

有沼良幸 医学部附属病院 1,078,740
補

委
独立行政法人日本学術振興会

Neutrophil extracellular traps（NETs）を介した大腸癌進展のあらた
な機序解明

安田裕美 医学部附属病院 2,838,214
補

委
独立行政法人日本学術振興会

Neutrophil extracellular traps（NETs）を介した食道癌進展の新た
な機序の解明

森本雄貴 医学部附属病院 2,078,403
補

委
独立行政法人日本学術振興会

胃癌腹膜播種に特異的な非侵襲的DNAメチル化マーカーの開発
と精度の検証

志村匡信 医学部附属病院 2,473,148
補

委
独立行政法人日本学術振興会

肺移植における熱ショックタンパク質を用いたドナー肺長時間保存
法の確立

島本亮 医学部附属病院 2,797,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

メトヘモグロビン血症がマクロファージエキソソームを誘導してICU
せん妄を引き起こす

羽根敦也 医学部附属病院 1,632,156
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ECMO管理における感染症早期診断指標の確立：血液凝固波形
解析からの検討

鈴木圭 医学部附属病院 1,486,906
補

委
独立行政法人日本学術振興会

アミノレブリン酸を用いた骨軟部肉腫に対する光線および放射線
力学的療法

中村知樹 医学部附属病院 900,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

イモリの再生における免疫・神経の機能解明 柤野可南子 医学部附属病院 1,944,360
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ゲノム情報と血中バイオマーカー統合による消化器・肺がんリスク
モデルの構築

川口晃司 医学部附属病院 30,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ゲノム情報と血中バイオマーカー統合による消化器・肺がんリスク
モデルの構築

奥川喜永 医学部附属病院 50,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

急性期脳卒中患者の下肢に対する神経筋電気刺激の有効性 山本吉則 医学部附属病院 783,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

正常膵臓及び膵癌の糖代謝における解糖系振動と関連遺伝子の
検証

臼杵恵梨 医学部附属病院 1,000,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

アルツハイマー病におけるアミロイド関連画像異常の病態解明と治
療の開発

松山裕文 医学部附属病院 1,708,876
補

委
独立行政法人日本学術振興会

細菌由来ペプチドの細胞死および線維化誘導メカニズムの解明 岡野優子 医学部附属病院 1,400,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

骨転移病変CADeシステムおよびCADxシステムの開発 蟹井善統 医学部附属病院 2,300,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会
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改変マウスを用いた肺線維症における肺内細菌叢由来の細胞死
誘導因子の役割の検討

都丸敦史 医学部附属病院 1,400,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

遊離型ヘモグロビンの無毒化による出血性脳卒中後の続発性脳
損傷抑制法の開発

川北  文博 医学部附属病院 1,200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

くも膜下出血後早期脳損傷におけるグルタミン酸受容体の役割に
関する研究

岡田健 医学部附属病院 900,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

多孔質媒体を用いた数値流体力学による，脳動脈瘤に対する血
管内治療効果予測

辻正範 医学部附属病院 605,435
補

委
独立行政法人日本学術振興会

悪性脳腫瘍における尿中バイオマーカーを利用した再発早期発
見システムの開発

北野詳太郎 医学部附属病院 1,366,908
補

委
独立行政法人日本学術振興会

肝癌進展を担う脂質や過酸化脂質の機能解明~分岐鎖アミノ酸に
よる肝癌治療を目指して~

玉井康将 医学部附属病院 1,740,945
補

委
独立行政法人日本学術振興会

炎症性腸疾患寛解期の維持に有効な食品・栄養素の解明 清水昭雄 医学部附属病院 3,949
補

委
独立行政法人日本学術振興会

科学的介護情報システムを用いた包括的介護サービス研究 百崎良 医学部附属病院 1,550,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

感染症予防計画のフォローアップ及び感染症指定医療機関の施
設基準の見直し

田辺正樹 医学部附属病院 11,000,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

小児から成人の消化管過誤腫性腫瘍好発疾患群の医療水準と
QOL向上のため

小池勇樹 医学部附属病院 100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

小児がん患者在宅以降の円滑化促進と在宅医療における課題と
ニーズ把握のための研究

岩本彰太郎 医学部附属病院 400,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

先天性心疾患を主体とする小児期発症の心血管難治性疾患の救
命率の向上、円滑な移行医療、成人期以降の予後改善を目指し
た総合的研究

三谷義英 医学部附属病院 900,000
補

委
厚生労働省

HIV感染症および血友病におけるチーム医療の構築と医療水準の
向上を目指した研究

松本剛史 医学部附属病院 1,500,000
補

委
厚生労働省

新型インフルエンザ発生時における疾病負荷の把握のための研究 田辺正樹 医学部附属病院 800,000
補

委
厚生労働省

生活期リハビリテーションにおける介入手法の標準コードの開発研
究

百崎良 医学部附属病院 400,000
補

委
厚生労働省

生活期リハビリテーションにおける介入手法の標準コードの開発研
究

清水美帆 医学部附属病院 200,000
補

委
厚生労働省

小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療における心理社
会的支援体制の構築と安全な長期検体保管体制の構築を目指し
た研究ーサバイバーシップ向上を志向して

西岡美喜子 医学部附属病院 78,000
補

委
厚生労働省

重点感染症に対する感染症対応医療品等(MCM)利用可能性確
保の方針検討に資する研究

田辺正樹 医学部附属病院 44,760,000
補

委
厚生労働省

ウェアラブルVRカメラを利用した災害時初期対応の疑似体験型教
育方法の構築

田坂健 医学部附属病院 460,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

がんによる全身的な宿主免疫抑制の理解に基づくがん免疫療法
の発展

河口浩介 医学部附属病院 710,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

M2MφデザイナーExosomeを用いた心停止後症候群の新規治療
と予後予測モデルの開発

川本英嗣 医学部附属病院 3,800,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

患者のフィジビリティを高める遠隔看護システム併用型「膵がんリハ
プログラム」の開発

岸和田昌之 医学部附属病院 100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

乳がん患者の腸内細菌叢と免疫プロファイルの相互作用に基づく
治療戦略の開発

河口浩介 医学部附属病院 1,100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

患者視点を取り入れた総合診療専攻医のビデオレビュー教育プロ
グラムの構築

山本憲彦 医学部附属病院 50,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

フォトンカウンティングCTによる心筋脂肪分画の定量評価と不整脈
リスク診断への応用

髙藤雅史 医学部附属病院 2,289,740
補

委
独立行政法人日本学術振興会

深層学習を活用した３次元CT-like血管壁MRI画像による頸動脈プ
ラーク解析法の開発

海野真記 医学部附属病院 1,800,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

肺がんの組織血流と線維化の統合的定量解析アルゴリズムの開発
と臨床的有用性の検証

長谷川大輔 医学部附属病院 1,800,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

周産期侵襲による実験的肺高血圧の薬物療法の開発と病態解明：
DOHaD仮説の応用

三谷義英 医学部附属病院 1,300,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

Radio-Transcriptomicsによる肝癌の分子生物学的イメージング・バ
イオマーカーの構築

藤原直人 医学部附属病院 1,200,000
補
委

独立行政法人日本学術振興会

腸管粘膜の障害に焦点をあてた炎症性腸疾患の新規病態メカニ
ズムの解明

中村美咲 医学部附属病院 1,000,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

細菌叢由来ペプチドのNASH肝線維化における意義解明と臨床応
用への展開

安間太郎 医学部附属病院 1,400,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

肺循環障害の病態・重症度評価におけるX線透視動画解析法の
応用

荻原義人 医学部附属病院 2,700,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

口腔マイクロバイオームに着目した肺MALTリンパ腫発症機序の解
明

宮﨑香奈 医学部附属病院 1,900,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

神経芽腫の再発、転移に対するribitolの効果 米川貴博 医学部附属病院 1,400,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

トリプルネガティブ乳癌におけるがん幹細胞を標的とする新規
CAR-T療法の開発

齋藤佳菜子 医学部附属病院 1,200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

レディオミクスベース膵癌遠隔転移ハザードマップ開発と時系列解
析

藤井武宏 医学部附属病院 1,000,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

AIを用いた血行動態指標の予測に関する研究 別所早紀 医学部附属病院 2,900,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会
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前立腺癌間質の人種間差異から紐解くホルモン治療感受性規定
因子の探索

佐々木豪 医学部附属病院 1,300,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

子宮内胎児発育不全が成人期肺循環と右心機能に及ぼす影響 淀谷典子 医学部附属病院 1,200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

Phosphodiesterase 1を標的とした口腔悪性黒色腫新規治療法の開
発

清水香澄 医学部附属病院 1,100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

医療事故調査における個人のテクニカルスキルの関与の再検証に
係る研究

兼児敏浩 医学部附属病院 1,100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

Deep Learningを活用した超音波ガイドによる安全な静脈穿刺法の
開発

大橋啓之 医学部附属病院 3,000,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

オンラインコミュニティの創出は開業保健師活動の広がりにつなが
るか

井倉一政 医学部附属病院 700,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

「脳筋連関」を介した一次性サルコペニア改善の新規機序解明 江口暁子 医学部附属病院 200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

Photon counting CTによるエンドリークの詳細評価および臨床的有
用性の検証

東川貴俊 医学部附属病院 2,200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

進行性肺線維症におけるCT定量評価の有用性:肺陰影/構造変
化とFractal性の解析

久保岡牧子 医学部附属病院 2,200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

グリンパティックシステムの機能評価による脳アミロイド血管症の認
知機能障害予測

田中史根 医学部附属病院 1,600,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

微生物叢相互作用に着目した急性肺障害発症機序の解明 齋木晴子 医学部附属病院 1,400,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

トロンボモジュリンによる膵β細胞保護作用の分子機構の解明 竹下敦郎 医学部附属病院 1,300,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ラディオゲノミクスを用いた術後肝障害、肝不全の予測 伊藤貴洋 医学部附属病院 700,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

くも膜下出血におけるUDPグルコースーP2Y14受容体信号経路と
脳損傷との関連

金丸英樹 医学部附属病院 1,200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

色素上皮由来因子を利用したくも膜下出血後早期脳損傷の新規
診断法の開発

中塚慶徳 医学部附属病院 900,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

非侵襲的着床前胚異数性検査の臨床応用を阻む因子の探索 西岡美喜子 医学部附属病院 1,100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

イモリの免疫応答に着目した線維化・癌化を防ぎきる機能の解明 細見謙登 医学部附属病院 1,800,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

地域の遺伝性乳癌卵巣癌症候群の診療体制構築を目指して 木本真緒 医学部附属病院 1,500,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

マーカーレス歩行解析による新たな膝関節への機械的負荷指標
の開発

久保峰鳴 医学部附属病院 196,111
補

委
独立行政法人日本学術振興会

2型糖尿病患者を対象とした血管合併症抑制のための強化療法と
従来治療とのランダム化比較試験介入終了後の追跡研究　J-
DOIT3(追跡)

矢野裕 医学部附属病院 200,000

補

委

公益財団法人日本糖尿病財団

関節リウマチを対象とした日常診療下におけるサリルマブの前向き
観察研究（PROFILE-J：PROspective sarilumab (preFILled
syringe/pen) obsErvational study – Japan）

中島亜矢子 医学部附属病院 33,846

補

委

産業医科大学・IQVIAサービシー
ズジャパン株式会社

関節リウマチを対象とした日常診療下におけるサリルマブの前向き
観察研究（PROFILE-J：PROspective sarilumab (preFILled
syringe/pen) obsErvational study – Japan）

若林弘樹 医学部附属病院 211,540

補

委

産業医科大学・IQVIAサービシー
ズジャパン株式会社

担がん患者に合併した静脈血栓塞栓症における非ビタミンK阻害
経口抗凝固薬リバーロキサバン治療の前向き臨床研究
(PRIMECAST)

荻原義人 医学部附属病院 211,525

補

委

学校法人国際医療福祉大学

ST上昇型急性心筋梗塞に対するエキシマレーザー冠動脈形成術
が心筋サルベージに与える影響  英語名：【LAST-PASS】Laser
Atherectomy for STemi, Pci Analysis with Scintigraphy Study and
cardiac mri

栗田泰郎 医学部附属病院 126,925

補

委

学校法人東海大学

高齢者非扁平上皮非小細胞肺癌に対するカルボプラチン・ペメトレ
キセド・アテゾリズマブ併用後ペメトレキセド・アテゾリズマブ維持療
法の第2相試験: CJLSG1902

小林哲 医学部附属病院 169,231

補

委

独立行政法人国立病院機構名古
屋医療センター

先天性心疾患を伴う肺高血圧症例の多施設症例登録研究 三谷義英 医学部附属病院 176,916
補

委
国立大学法人東京医科歯科大学

日本における免疫性血栓性血小板減少性紫斑病（iTTP）の前向き
レジストリ研究－Japan iTTP Registry Study（JiTS）－

松本剛史 医学部附属病院 42,308
補

委
公立大学法人奈良県立医科大学

固形がん患者及び血縁者における生殖細胞系列遺伝子変異同定
の有用性を評価する観察研究（BRANCH study）

奥川喜永 医学部附属病院 230,772
補

委

国立研究開発法人国立がん研究
センター

左室駆出率の保たれた心不全患者におけるβ遮断薬休薬の効果
を検討する試験

杉浦英美喜 医学部附属病院 60,000
補

委
国立大学法人群馬大学

高TG血症合併MAFLDに対するペマフィブラート、フェノフィブラー
トの無作為化比較試験ー他施設共同、オープン試験ー

岩佐元雄 医学部附属病院 12,693
補

委
公立大学法人横浜市立大学

固形がん患者及び血縁者における生殖細胞系列遺伝子変異同定
の有用性を評価する観察研究（BRANCH study）

奥川喜永 医学部附属病院 76,923
補

委

国立研究開発法人国立がん研究
センター

子宮内膜マイクロバイオーム改善のための治療法の確立 高山恵理奈 医学部附属病院 84,615
補

委
国立大学法人琉球大学

メタボリック関連脂肪性肝疾患の診断薬の開発 岩佐元雄 医学部附属病院 2,780,000
補

委
国立大学法人京都大学

サルコペニア・フレイルの予防に関するヘルスケアサービスのため
のガイドライン開発研

百崎良 医学部附属病院 1,000,000
補

委

国立研究開発法人国立長寿医療
研究センター
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慢性肝疾患の合併症である肝性脳症を診断する血液学的バイオ
マーカーの開発

江口暁子 医学部附属病院 869,311
補

委
国立大学法人東海国立大学機構

小児急性骨髄性白血病の標準的治療法の確立のための臨床研
究

丹羽香央里 医学部附属病院 2,000,000
補

委

国立研究開発法人国立成育医療
研究センター

母子感染のリスク評価と先天性感染の新たな診断・予防法の開発
研究

池田智明 医学部附属病院 800,000
補

委
学校法人日本大学

抗インターロイキン-6受容体抗体のドラッグリポジショニングで心筋
炎症を抑制する、周産期心筋症の新規治療法の開発と治験の準
備

池田智明 医学部附属病院 363,490

補

委

国立研究開発法人国立循環器病
研究センター

地域・疾患領域・臨床研究者・支援専門職ネットワークを活用した、
QMSの概念に関する研究者及び研究支援者への教育研修に係る
研究

田丸智巳 医学部附属病院 900,000
補

委

国立研究開発法人 国立精神・神
経医療研究センター

HIV感染者等保健福祉相談事業 大石晃嗣 医学部附属病院 675,000
補

委
公益財団法人エイズ予防財団

ネフローゼ型膜性腎症に対するリツキシマブの検証的医師主導治
験の実施

片山鑑 医学部附属病院 1,300,000
補

委
国立大学法人東海国立大学機構

電子カルテ情報活用型多施設症例データベースを利用した糖尿
病に関する臨床情報収集に関する研究(J-DREAMS)

矢野裕 医学部附属病院 300,000
補

委

国立研究開発法人国立国際医療
研究センター

難治性乳がん、及び卵巣がんに対する新規CDK12阻害剤の非臨
床試験

河口浩介 医学部附属病院 1,000,000
補

委

Chordia Therapeutics株式会社,
国立大学法人京都大学,国立大
学法人東京大学

認知症疾患医療センター運営事業 脳神経内科 医学部附属病院 10,516,676
補

委
三重県

三重県地域医療支援センターキャリア形成支援事業 岡本隆二 医学部附属病院 43,000,000
補

委
三重県

三重県がん登録情報活用事業 がんセンター 医学部附属病院 21,901,000
補

委
三重県

肝疾患診療地域連携体制強化事業 池田智明 医学部附属病院 12,350,800
補

委
三重県

肝炎情報センター戦略的強化事業 池田智明 医学部附属病院 2,500,000
補

委
三重県

がん医療水準均てん化の推進に向けた看護職員資質向上対策事
業

がんセンター 医学部附属病院 1,903,000
補

委
三重県

三重県周産期医療ネットワークシステム運営研究事業（妊産婦）委
託

近藤英司 医学部附属病院 3,651,120
補

委
三重県

難病医療ﾈｯﾄﾜｰｸ整備事業 池田智明 医学部附属病院 7,705,998
補

委
三重県

認知症対応力向上研修事業 脳神経内科 医学部附属病院 910,000
補

委
三重県

エイズ治療拠点病院等に対する研修・啓発及び医療情報提供等
業務委託

大石晃嗣 医学部附属病院 713,000
補

委
三重県

感染対策ネットワーク事業 池田智明 医学部附属病院 2,081,900
補

委
三重県

病院勤務薬剤師人材育成プログラム作成等業務 加藤秀雄 医学部附属病院 1,980,000
補

委
三重県

三重県医療的ケア児・者相談支援センター本部事業業務 澤田博文 医学部附属病院 7,698,250
補

委
三重県

三重県認知症サポート医フォローアップ研修事業 平田佳寛 医学部附属病院 338,462
補

委
三重県

地域緩和ケアコーディネーター養成事業 松原貴子 医学部附属病院 777,700
補

委
三重県

アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ）推進事業 がんセンター 医学部附属病院 2,189,000
補

委
三重県

看護管理者の院内・地域内継続学習の推進事業 池田智明 医学部附属病院 910,800
補

委
三重県

がん診療連携拠点病院機能強化事業 がんセンター 医学部附属病院 42,845,000
補

委
厚生労働省

小児がん拠点病院機能強化事業 がんセンター 医学部附属病院 24,521,000
補

委
厚生労働省

三重県新人看護職員研修事業 池田智明 医学部附属病院 1,893,000
補

委
三重県

認知症ケアの医療介護連携体制構築事業 新堂晃大 医学部附属病院 6,480,000
補

委
三重県

小児在宅医療・福祉連携事業 澤田博文 医学部附属病院 16,310,000
補

委
三重県

総合診療医広域育成拠点整備事業 池田智明 医学部附属病院 1,525,000
補

委
三重県

がんゲノム診療連携拠点病院事業 池田智明 医学部附属病院 19,521,000
補

委
厚生労働省

麻酔科専門医等育成事業 池田智明 医学部附属病院 5,450,000
補

委
三重県

津市こども救急教育事業 池田智明 医学部附属病院 250,000
補

委
津市

救急救命士病院実習受入促進事業 池田智明 医学部附属病院 300,000
補

委
三重県

救急患者退院コーディネーター事業 池田智明 医学部附属病院 1,316,000
補

委
三重県
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看護師の特定行為に対する研修事業 池田智明 医学部附属病院 1,949,000
補

委
三重県

がん遠隔手術支援等環境整備事業 池田智明 医学部附属病院 2,970,000
補

委
三重県

看護補助者処遇改善事業 池田智明 医学部附属病院 701,000
補

委
三重県

電子処方箋活用事業 池田智明 医学部附属病院 811,000
補

委
三重県

三重県看護職員キャリアアップ支援事業 池田智明 医学部附属病院 466,000
補

委
三重県

総合診療専門医養成プログラムにおけるビデオレビューを用いた
教育システムの構築

若林英樹 医学系研究科 26,194
補

委
独立行政法人日本学術振興会

味細胞情報伝達機構の可逆的障害による味覚障害発症メカニズ
ムの解明

西田幸平 医学部附属病院 67,201
補

委
独立行政法人日本学術振興会

就労と治療の両立に関する労働者用リテラシー教育方略の開発と
教育効果の測定

市川周平 医学系研究科 3,209,266
補

委
独立行政法人日本学術振興会

早期肺腺癌のCT画像におけるAI（人工知能）補助診断の有用性
検証

髙尾仁二 医学系研究科 463,432
補

委
独立行政法人日本学術振興会

テネイシンC・シンデカン4・フィブロネクチンの軟骨に対する作用と
シグナル伝達機構

長谷川正裕 医学系研究科 300,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

心臓MRIテクスチャ解析によるがん治療関連心筋傷害早期診断バ
イオマーカーの開発

中森史朗 医学系研究科 3,798,369
補

委
独立行政法人日本学術振興会

慢性脳低灌流状態でのアディポカインバランスの変化の解明 脇田英明 医学系研究科 1,238,481
補

委
独立行政法人日本学術振興会

皮膚における警報因子活性化システムの探索 山西清文 医学系研究科 698,869
補

委
独立行政法人日本学術振興会

microRNAを活用した治療抵抗性膵癌患者に対する個別化医療 水野修吾 医学系研究科 1,400,167
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ウェアラブル端末を用いた労働者運動器検診、ロコモ予防 西村明展 医学系研究科 1,152,116
補

委
独立行政法人日本学術振興会

外傷性嗅覚障害に対する低侵襲クルクミン経口療法確立のための
基礎研究

小林正佳 医学系研究科 2,779,734
補

委
独立行政法人日本学術振興会

一般市民の人生会議(アドバンス・ケア・プランニング)を支援する取
り組みとその評価

松原貴子 医学部附属病院 120,460
補

委
独立行政法人日本学術振興会

高齢者施設における写メを利用した食事調査ならびに健康管理シ
ステムの構築

西村明展 医学系研究科 100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

慢性脳虚血が脳アミロイド血管症に及ぼす無菌性炎症とアミロイド
排出障害の解明

石川英洋 医学系研究科 1,002,217
補

委
独立行政法人日本学術振興会

椎間板ヘルニアに対するコンドリアーゼ治療への多血小板血漿の
応用

山田淳一 医学系研究科 555,288
補

委
独立行政法人日本学術振興会

光合成細菌由来コア光捕集複合体の光エネルギー変換最適化の
構造基盤解明

溝口明 医学系研究科 200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

代謝改変によるCAR-T細胞療法の有効性向上の試み 三輪 啓志 医学系研究科 1,234,237
補

委
独立行政法人日本学術振興会

疲弊抵抗性CAR-Tと幹細胞様メモリーCAR-Tによるがん治療 王立楠 医学系研究科 720,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ヒアルロン酸誘導体がんワクチンのメモリーT細胞誘導作用とがん
再発抑制機序の解明

百瀬文康 医学系研究科 900,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

血小板を加えた凝固波形解析ー血凝固異常における血小板の役
割の解明ー

和田英夫 医学系研究科 300,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

病変形成機序に基づく肺高血圧の新規治療標的の開発 澤田博文 医学部附属病院 1,033,580
補

委
独立行政法人日本学術振興会

慢性皮膚炎症と精子形成不全・動脈硬化症・認知症等内臓病変と
のクロストーク

山中恵一 医学系研究科 1,981,106
補

委
独立行政法人日本学術振興会

新生児腸管切除後のDysbiosisと腸管神経叢・腸上皮形成との関
連性と治療戦略

内田恵一 医学系研究科 2,595,760
補

委
独立行政法人日本学術振興会

AIとradiomicsによる直腸癌術前治療の効果予測プログラム開発 川村幹雄 医学部附属病院 1,189,620
補

委
独立行政法人日本学術振興会

腎移植後BKポリオーマウイルス感染症発症の新たなリスクファク
ターの探索

西川晃平 医学系研究科 1,300,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

胎児発育不全治療薬のタダラフィルが胎児新生児循環に与える影
響の解析

池田智明 医学系研究科 1,490,973
補

委
独立行政法人日本学術振興会

線毛機能不全症候群の診断精度向上に資する研究 竹内万彦 医学系研究科 977,184
補

委
独立行政法人日本学術振興会

外傷性嗅覚障害に対する高用量IgG療法確立のための基礎研究 石神瑛亮 医学部附属病院 948,006
補

委
独立行政法人日本学術振興会

低侵襲、低ノイズ、短時間化が可能な次世代小型ERG装置の開発
と自動診断の試み

近藤峰生 医学系研究科 915,653
補

委
独立行政法人日本学術振興会

眼科領域のオンライン診療推進に関連する課題克服をめざして 生杉謙吾 医学系研究科 403,064
補

委
独立行政法人日本学術振興会

黄斑浮腫の形成と進行における血液凝固系因子が果たす機序の
解明

近藤峰生 医学系研究科 152,505
補

委
独立行政法人日本学術振興会

顔面神経のtopographyを再建する新しい手術術式の開発 成島三長 医学系研究科 100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会
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直腸がん患者の低位前方切除後症候群の回復への多職種協働
支援プログラム構築

問山裕二 医学系研究科 80,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

頭部外傷動物実験モデルを用いたオステオポンチンの神経保護
作用の解明

浅田玲緒尚 医学系研究科 782,571
補

委
独立行政法人日本学術振興会

遠隔での嚥下機能評価手法の確立と嚥下機能訓練の実行可能性
の検討

松田佳奈 医学系研究科 1,998,081
補

委
独立行政法人日本学術振興会

おいしさの認知科学の創出　ー味嗅覚と多感覚の統合の解明と伝
送技術開発－

小林正佳 医学系研究科 500,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

hybrid-TCR法によるがん治療法の検討 赤堀泰 医学系研究科 2,060,471
補

委
独立行政法人日本学術振興会

疲弊抵抗性CAR-Tと腫瘍微小環境制御による固形がんに対するT
細胞輸注療法

王立楠 医学系研究科 200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

核内輸送受容体タンパク質の新規遺伝子制御機能を標的にした
NASH肝癌治療法の開発

江口暁子 医学部附属病院 1,975,442
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ミトコンドリア機能と心筋内中性脂肪に着目した新たな薬剤性心筋
障害の早期診断法

中森史朗 医学系研究科 3,300,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

NK/T細胞リンパ腫の国際間病態比較と治療の最適化 山口素子 医学系研究科 1,467,492
補

委
独立行政法人日本学術振興会

癌合併クローン病の早期診断を可能とする体液を用いたバイオ
マーカーの開発

大北喜基 医学系研究科 2,315,596
補

委
独立行政法人日本学術振興会

くも膜下出血予防のレジストリーコホートと転帰改善のランダム化比
較試験研究

冨本秀和 医学系研究科 43,760
補

委
独立行政法人日本学術振興会

幾何学的因子と血流の時間的空間的複雑性の定量による頚動脈
狭窄症進行機序の解明

鈴木秀謙 医学系研究科 1,990,200
補

委
独立行政法人日本学術振興会

コロナ禍が高齢者の運動器疾患・ロコモ・要介護に与えた影響 須藤啓広 医学系研究科 1,900,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ヒトiPS細胞からミュラー管様上皮細胞を経由した子宮内膜間質細
胞への分化機序の解明

武内大輝 医学系研究科 1,201,207
補

委
独立行政法人日本学術振興会

日本版ポジティヴヘルス：新しい健康概念の構築と有用性の検証 若林英樹 医学系研究科 150,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ゲノム情報と血中バイオマーカー統合による消化器・肺がんリスク
モデルの構築

問山裕二 医学系研究科 100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

予防・健康行動を支援するための慢性疲労バイオマーカーの数値
化研究

江口暁子 医学部附属病院 1,000,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

人工神経におけるSchwann細胞スフェロイド技術の応用 片岡武史 医学系研究科 3,010,080
補

委
独立行政法人日本学術振興会

次世代型個別化TCR-T療法の確立に向けた基盤研究 宮原慶裕 医学系研究科 4,300,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

iPS細胞を用いた難治性気管支拡張症の新規診断法の確立と治療
法の開発

竹内万彦 医学系研究科 1,500,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

がんに対する同種 CAR γδ-T細胞療法実用化を阻害するボトル
ネックに挑む

藤原弘 医学系研究科 5,600,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

動物モデルを駆使した認知症治療薬に見られる副作用の背景解
明と予知マーカー開発

新堂晃大 医学系研究科 500,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

認知症疾患修飾薬に伴うアミロイド関連画像異常の克服に向けた
研究

新堂晃大 医学系研究科 1,800,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

INOCAの非侵襲的定量MRI診断法の開発と診断・予後予測にお
ける有用性の検証

佐久間肇 医学系研究科 8,100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

自己免疫性肝炎とICI関連肝障害の分子学的差異に基づく病態解
明とバイオマーカー開発

中川勇人 医学系研究科 3,000,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ゼブラフィッシュ膀胱癌異種移植Avatarモデルによる個別薬効評
価の実装化基盤研究

井上貴博 医学系研究科 6,850,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

キメラ抗原受容体T細胞療法における標的抗原以外に対する免疫
応答の意義

藤原弘 医学系研究科 200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

患者視点を取り入れた総合診療専攻医のビデオレビュー教育プロ
グラムの構築

若林英樹 医学系研究科 50,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

クロザピンの有効性と有害反応の新たな病態生理標的シグナルの
探索研究

岡田元宏 医学系研究科 1,400,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

拡張型心筋症の心筋組織性状および左室内腔形態のフラクタル
解析に関する研究

石田正樹 医学系研究科 1,200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

COVID-19における肺傷害促進因子Corisinの検討 藤本源 医学系研究科 1,400,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

網羅的解析による大腸癌特異的循環メチル化DNAを標的とした多
用途パネルの開発と検証

問山裕二 医学系研究科 1,800,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

骨内リンパ組織と後根神経節を含むリンパ組織のイモリ四肢組織
再生への役割の解明

成島三長 医学系研究科 1,400,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

がん遺伝子パネル検査を受検する患者・家族の心理的特性の解
明と支援プログラムの開発

中谷中 医学部附属病院 1,300,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

ドライビングシミュレータとMRIによる軽度認知障害者の自動車運転
危険予測指標の開発

脇田英明 医学系研究科 2,100,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

脳梗塞後の機能回復に関わる脳内分子機構を基盤とした訓練・薬
剤併用療法の開発

脇田英明 医学系研究科 200,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会

脳神経外科疾患に対する人工知能技術を用いた術後経過予測モ
デルの開発

谷岡悟 医学系研究科 2,400,000
補

委
独立行政法人日本学術振興会
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地域において安心して妊娠・子育てが可能となる安全な周産期医
療体制の構築のための政策研究

池田智明 医学系研究科 400,000
補

委
厚生労働省

認知症の遠隔医療およびケア提供を促進するための研究 新堂晃大 医学系研究科 1,500,000
補

委
厚生労働省

乳幼児期に重度視覚障害をきたす難病の遺伝学的診断と長期的
診療体制の構築

近藤峰生 医学系研究科 600,000
補

委
厚生労働省

小児がん拠点病院・連携病院のQI(Quality Indicators)を評価指標
としてがん対策推進基本

平山雅浩 医学系研究科 200,000
補

委
厚生労働省

自己免疫性出血症診療の「均てん化」のための実態調査と「総合
的」診療指針の作成

和田英夫 医学系研究科 500,000
補

委
厚生労働省

成人発症白質脳症の実態調査とレジストリ作成の研究 新堂晃大 医学系研究科 1,000,000
補

委
厚生労働省

特発性大腿骨頭壊死症の確定診断と重症度判定の向上に資する
大規模多施設研究

長谷川正裕 医学系研究科 100,000
補

委
厚生労働省

小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療における心理社
会的支援体制の構築と安全な長期検体保管体制の構築を目指し
た研究－サバイバーシップ向上を志向して

平山雅浩 医学系研究科 200,000
補

委
厚生労働省

小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療における心理社
会的支援体制の構築と安全な長期検体保管体制の構築を目指し
た研究－サバイバーシップ向上を志向して

前沢忠志 医学系研究科 500,000
補

委
厚生労働省

痛みセンターを中心とした慢性疼痛診療システムの均てん化と診
療データベースの活用による医療向上を目指す研究

賀来隆治 医学系研究科 200,000
補

委
厚生労働省

網膜脈絡膜・視神経萎縮症に関する調査研究 近藤峰生 医学系研究科 14,500,000
補

委
厚生労働省

第8次医療計画を見据えた持続可能な地域小児医療体制の構築
のための政策研究

平山雅浩 医学系研究科 2,050,000
補

委
厚生労働省

アルツハイマー病の新しい抗Aβ抗体薬およびBPSD 治療薬対応
の ための診療指針策定のための調査研究

冨本秀和 医学系研究科 3,031,000
補

委
厚生労働省

ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業 平山雅浩 医学系研究科 13,405,330
補

委
国立大学法人高知大学

三重大学総合診療医養成事業 平山雅浩 医学系研究科 36,267,000
補

委
官署支出官厚生労働省大臣官房
会計課長

高度化・多様化するがん医療を担う人材育成 平山雅浩 医学系研究科 14,202,000
補

委
国立大学法人京都大学

計画策定又は見直しに向けた統計解析（マルチレベルデータ解
析）

岡田元宏 医学系研究科 1,000,000
補

委
三重県

レディーメード型超高純度γδΤ細胞の大量製造技術の開発 藤原弘 医学系研究科 3,786,169
補

委

公益財団法人三重県産業支援セ
ンター

令和6年度生活習慣病予防重点プロジェクト事業 土肥薫 医学系研究科 3,846,154
補
委

名張市

「循環器疾患診療実態調査（JROAD）のデータベースによる心臓
サルコイドーシスの診療実態調査と二次調査に基づく診断・治療プ
ロトコールの策定に関する研究」（MYSTICS）

土肥薫 医学系研究科 73,856

補

委

国立研究開発法人国立循環器病
研究センター

心臓サルコイドーシスの診療実態に関する多施設前向き登録研究
（MYSTICS-PRO）

土肥薫 医学系研究科 7,692
補
委

国立研究開発法人国立循環器病
研究センター

細菌叢由来ペプチドに着目した糖尿病における心腎連関メカニズ
ムの解明

安間太郎 医学部附属病院 6,506,424
補

委

国立研究開発法人科学技術振興
機構

小児・AYA世代の難治性固形がんに対する遺伝子改変T細胞輸
注療法の探索

藤原弘 医学系研究科 13,636,364
補

委

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

“AFP revisited” -AFP陽性肝細胞の発現シグネチャーを標的とし
た新規肝再生・発癌抑止療法の開発-

中川勇人 医学系研究科 11,200,000
補

委

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

“次世代型プレシジョンメディシン”を目指したNAFLDの病態解明と
臨床応用

中川勇人 医学系研究科 19,200,000
補

委

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

医薬品等の安全性評価に用いる動物試験代替法の開発、評価及
び標準化に関する研究

田中利男 医学系研究科 950,000
補

委

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

病的バリアントを有する遺伝性認知症を対象としたコホート構築に
よる病態解明、バイオマーカー開発、治験促進

新堂晃大 医学系研究科 1,500,000
補

委
国立大学法人信州大学

分子基盤に基づく難治性リンパ系腫瘍の診断及び治療法の開発と
標準治療確立のための多施設共同研究

山口素子 医学系研究科 1,000,000
補
委

国立研究開発法人国立がん研究
センター

アルツハイマー病の脳内炎症で変動するタンパク質の解析 脇田英明 医学系研究科 500,000
補
委

国立研究開発法人国立長寿医療
研究センター

マイナポータルと連携した心不全の予防を目的とするPHRアプリを
基盤とした健康増進支援サービスの構築

土肥薫 医学系研究科 28,240,628
補

委

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

小児およびAYA世代の再発急性リンパ性白血病に対するイノツズ
マブ・オゾガマイシンとhyper-mini-CVDの併用療法の有効性・安
全性を検討する第II相試験と疾患レジストリ構築

豊田秀実 医学系研究科 18,510,000
補

委

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

“次世代型プレシジョンメディシン”を目指したNAFLDの病態解明と
臨床応用

中川勇人 医学系研究科 64,000,000
補

委

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

アルツハイマー病疾患修飾薬全国臨床レジストリの構築と解析 新堂晃大 医学系研究科 1,000,000
補

委

国立研究開発法人国立精神・神
経医療研究センター

小児・AYA世代のGD2陽性難治性固形がんに対する機能強化型
CAR-T第I相医師主導治験

藤原弘 医学系研究科 60,780,000
補

委

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

中枢神経系再発高リスクの未治療びまん性大細胞型B細胞リンパ
腫に対する中枢神経系再発予防を組み入れた治療法のランダム
化第III相試験

山口素子 医学系研究科 17,250,000

補

委

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

肥大型心筋症患者における診療の実態調査および突然死／拡張
相への移行に関する新規予測プログラムの開発とその検証ための
多施設後向き登録研究（REVEAL-HCM）

土肥薫 医学系研究科 515,000

補

委

国立研究開発法人国立循環器病
研究センター

PARP阻害薬投与既往を有するプラチナ感受性再発上皮性卵巣
癌に対するオラパリブ（リムパーザ®）維持療法の前向き観察研究

近藤英司 医学系研究科 38,462
補

委
岡山大学病院



研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

代謝関連脂肪性肝疾患および肝がんの病態解明に関する研究 中川勇人 医学系研究科 2,000,000
補

委
国立大学法人東京大学

がん特異的CasMab抗体を用いた難治性固形がんに対するCAR-
T細胞療法に関する研究開発

宮原慶裕 医学系研究科 2,200,000
補

委
国立大学法人長崎大学

エンフォルツマブベドチンによる皮膚障害の発症様式に関する多
機関共同観察研究

井上貴博 医学系研究科 92,310
補

委
京都大学医学部附属病院

特定非営利活動法人　日本脳神経血管内治療学会データベース
を用いた観察研究（Pipeline）

當麻直樹 医学系研究科 53,844
補

委

特定非営利活動法人日本脳神経
血管内治療学会

特定非営利活動法人　日本脳神経血管内治療学会データベース
を用いた観察研究（パルスライダー）

當麻直樹 医学系研究科 23,076
補

委

特定非営利活動法人日本脳神経
血管内治療学会

国際重症喘息登録International Severe Asthma Registry（ISAR） 小林哲 医学系研究科 172,324
補

委

一般社団法人近畿・北陸気道疾
患研究会

Registry of contemporary medical management of chronic heart
failure with non-reduced ejection fraction in Japan -	The
PARACLETE study -

土肥薫 医学系研究科 857,261
補

委
公立大学法人奈良県立医科大学

新生児マススクリーニング対象疾患拡大に関する観察研究 平山雅浩 医学系研究科 849,240
補

委

一般社団法人東海マススクリーニ
ング推進協会

わが国の小児がんサバイバーの健康・社会生活状況の実態解明
に関する大規模調査研究

平山雅浩 医学系研究科 280,955
補

委

特定非営利活動法人日本小児が
ん研究グループ

非小細胞肺癌手術例における全ゲノム解析を用いたバイオマー
カー研究（WJOG16622L）

髙尾仁二 医学系研究科 338,462
補

委

特定非営利活動法人西日本がん
研究機構

未治療日本人転移性腎細胞癌患者を対象としたカボザンチニブ・
ニボルマブ併用療法の有効性と安全性に関する前向き観察研究
（JACUMET試験）

井上貴博 医学系研究科 59,231

補

委

一般社団法人九州臨床研究支援
センター

成人T細胞性白血病/リンパ腫に対するTax特異的T細胞受容体遺
伝子導入免疫細胞療法の医師主導治験

藤原弘 医学系研究科 500,000
補

委
学校法人自治医科大学

ロメリジン塩酸塩によるCADASIL患者に対する脳虚血イベント再発
抑制

新堂晃大 医学系研究科 500,000
補

委
京都府公立大学法人

シンバイオティクスによる肝切除術後の感染性合併症発生率低減
効果を検討する第Ⅱ相試験（SYNERGI Study）

水野修吾 医学系研究科 16,924
補

委
公立大学法人横浜市立大学

ヒアルロン酸ナノゲルによるポリペプチドの可溶化・生体内輸送機
能解析とワクチンへの応用

宮原慶裕 医学系研究科 3,750,000
補

委
旭化成株式会社 計

令和6年度三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデ
ル事業業務委託

平山雅浩 医学系研究科 8,101,430
補

委
三重県 308件

令和６年度産婦人科・小児科専門医確保対策事業委託 平山雅浩 医学系研究科 368,561
補

委
三重県 948,633,401円

(注)

　1　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の
　　開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　2　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　3　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入すること。
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8 Original Article

9 Original Article
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Matsushima Y,
Hwang ST,
Simon SI

皮膚科
The Skinny on Dermal Fat and Its Anti-

Inflammatory Role in Psoriasis.
J Invest Dermatol. 2025

Feb;145(2):223-224.

Matsuura Y,
Mizutani K,

Ichikawa A, et
al

皮膚科
A case of lupus erythematosus-like

eruption under pembrolizumab
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J Dermatol. 2025
Apr;52(4):e288-e289.
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Magawa S,
Maki S,

Tamaishi Y, et
al

産科婦人科
Modes of delivery and indications in women
with COVID-19: a regional observational

study in Japan.

J Obstet Gynaecol. 2024
Dec;44(1):2362968.

Kokawa T,
Kitagawa K,

Nakamura S, et
al

放射線部

Myocardial late enhancement using dual-
source CT: intraindividual comparison of
single-energy shuttle and dual-energy

acquisition.

Insights Imaging. 2025 Mar
22;16(1):64. (オンライン)

Kato H, Kato
N, Ouchi T, et

al
放射線部

Evaluation of Thoracic Endovascular Repair
for the Treatment of Type B Aortic

Dissection Complicated by Malperfusion.

Ann Vasc Dis. 2024 Sep
25;17(3):248-254.

Banjoya H,
Shimizu A,

Hori S, et al
リハビリテーション科

Role of Functional Dentition in Sarcopenia:
Towards Generalisable Findings and

Broader Health Implications.

J Oral Rehabil. 2025
May;52(5):585-586.

Ishida M 放射線部

Editorial for "Impact of Functional Mitral
Regurgitation on Left Ventricular Strain in

Nonischemic Dilated Cardiomyopathy
Patients with Type 2 Mellitus Diabetes: A

Magnetic Resonance Feature Tracking
Study".

J Magn Reson Imaging. 2025
Feb;61(2):926-927.

Ito Y, Ichikawa
Y, Murashima

S, et al
リウマチ・膠原病内科

Rheumatoid arthritis disease activity
significantly impacts on the severity of

interstitial lung disease.

Arthritis Res Ther. 2024 May
4;26(1):95. (オンライン)

Ito Y, Ichikawa
Y, Murashima

S, et al
リウマチ・膠原病内科

Novel deep-learning analysis for connective
tissue disease -related interstitial lung
disease extent assessment on CT: a
preliminary cross-sectional study.

Rheumatology (Oxford). 2024
Sep 13:keae491.

Ichikawa Y,
Kanii Y,

Yamazaki A, et
al

放射線部

The Usefulness of Low-Kiloelectron Volt
Virtual Monochromatic Contrast-Enhanced
Computed Tomography with Deep Learning

Image Reconstruction Technique in
Improving the Delineation of Pancreatic

Ductal Adenocarcinoma.

J Imaging Inform Med. 2025
Apr;38(2):1236-1244.

Ouchi T, Kato
N, Kato H, et

al
放射線部

Scoring system to predict mid-term
adverse events after elective thoracic

endovascular aortic repair.

J Thorac Cardiovasc Surg.
2024 Aug 26:S0022-
5223(24)00768-2.

Higashigawa T,
Ichikawa Y,

Nakajima K, et
al

放射線部
Low energy virtual monochromatic CT with

deep learning image reconstruction to
improve delineation of endoleaks.

Clin Radiol. 2024
Oct;79(10):e1260-e1267.
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Hasegawa D,
Nakamura S,
Takafuji M, et

al

放射線部
Test-retest reproducibility of absolute

myocardial blood flow obtained using stress
dynamic CT myocardial perfusion imaging.

Int J Cardiol Heart Vasc.
2024 Sep 16;55:101510. (オン

ライン)

Kozaki Y,
Ichikawa Y,

Nakamura S, et
al

放射線部

Utility of Quantitative Assessment of Tc-
99m-diethylenetriamine-penta-acetic acid-

galactosyl Human Serum Albumin
SPECT/CT in the Identification of Severe

Liver Fibrosis: Its Complementary
Diagnostic Value with Other Liver

Function Indices.

Mol Imaging Biol. 2024
Dec;26(6):1027-1035.

Omori K,
Takada A,

Toyomasu Y,
et al

放射線部

Expression of Tenascin-C Is Upregulated
in the Early Stages of Radiation

Pneumonitis/Fibrosis in a Novel Mouse
Model.

Curr Issues Mol Biol. 2024
Sep 1;46(9):9674-9685. (オン

ライン)

Araki S,
Nakamura S,
Takafuji M, et

al

放射線部
Ultra-low-dose coronary computed

tomography angiography using photon-
counting detector computed tomography.

Eur Heart J Imaging Methods
Pract. 2024 Nov

27;2(3):qyae125. (オンライン)

Takada A,
Nakamura S,
Toyomasu Y,

et al

放射線部
Cardiac CT reveals high prevalence of
coronary artery disease in esophageal

cancer eligible for radiotherapy.

Acta Oncol. 2025 Feb
3;64:200-207. (オンライン)

Araki S,
Kitagawa K,

Nakamura S, et
al

放射線部

Integrating myocardial CT perfusion with
coronary CT angiography improves risk
stratification in patients with dialysis-
dependent end-stage renal disease.

Jpn J Radiol. 2025
Mar;43(3):402-411.

Nakamura E,
Ichikawa Y,

Domae K, et al
放射線部

A case of sclerosing angiomatoid nodular
transformation with central calcification.

Radiol Case Rep. 2024 Dec
17;20(3):1380-1385. (オンラ

イン)

Nagasawa N,
Nakamura S,
Ota H, et al

放射線部
Relationship between microvascular status

and diagnostic performance of stress
dynamic CT perfusion imaging.

Eur Radiol. 2025
May;35(5):2855-2865.

Kato H, Kato
N, Ouchi T, et

al
放射線部

Outcomes of Endovascular Treatment for
Infectious Thoracic Aortic Diseases.

J Vasc Interv Radiol. 2025
Jan;36(1):139-145.

Okugawa Y,
Ohi M,

Kitajima T, et
al

ゲノム医療部

Clinical feasibility of the preoperative C-
reactive protein-albumin-lymphocyte index
to predict short- and long-term outcomes

of patients with gastric cancer.

J Gastrointest Surg. 2024
Jul;28(7):1045-1050.

Okugawa Y,
Shirai Y,

Fukumori K, et
al

ゲノム医療部

Effect of the Japanese herbal medicine
Hochuekkito for systemic inflammation,

prognostic nutrition index, and body
composition status in patients with

gastrointestinal cancer.

Clin Nutr ESPEN. 2024
Oct;63:757-767.

Matsui K, Imai
H, Kobayashi

T, et al
病理部

A lymph node lesion of hyper IL-6
syndrome mimicking plasmacytoma, IgG4-
related disease, and Castleman disease.

J Clin Exp Hematop.
2024;64(4):307-312.

Kitano T,
BartoÅ¡ F,

Nabeshima Y,
et al

臨床研修・キャリア支援部

Impact of cardiovascular magnetic
resonance-derived right ventricular

ejection fraction on adverse outcomes: A
robust Bayesian model-averaged meta-

analysis.

J Cardiovasc Magn Reson.
2024 Winter;26(2):101118.

Kinoshita G,
Ito-Masui A,
Kato T, et al

救命救急・総合集中治療セ
ンター

Veno-venous extracorporeal membrane
oxygenation in managing acute respiratory

distress syndrome associated with
hemolytic uremic syndrome and septic

shock: a case report.

J Artif Organs. 2025
Jun;28(2):270-274.

Muramatsu S,
Fujiwara M,

Kazunari K, et
al

病理部

Pulmonary Tumor Thrombotic
Microangiopathy With Versican Expression

in a Patient With Advanced Gastric
Cancer: A Case Report of a Rare Autopsy.

Cureus. 2024 Jul
29;16(7):e65690. (オンライン)
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Ogura T,
Shiraishi C

臨床研究開発センター

Comparison of adverse events of poly
adenosine diphosphate ribose polymerase
inhibitors in patients with ovarian cancer
using the United States Food and Drug
Administration Adverse Event Reporting

System.

Expert Opin Drug Saf. 2024
Oct 23:1-9.

Ogura T,
Shiraishi C,

Tamura Y, et
al

臨床研究開発センター

Comparison of Adverse Events Following
Immunosuppressant Administration for

Pediatric Patients With Renal Transplants
Categorized by Two-Year Age Increments

Using the U.S. Food and Drug
Administration Adverse Event Reporting

Cureus. 2024 Jul
24;16(7):e65300. (オンライン)

Ogura T,
Shiraishi C

臨床研究開発センター

Comparative Analysis of Adverse Event
Profiles Among Seven Statins for

Hypercholesterolemia Management Using
the United States FDA Adverse Event

Reporting System.

Cureus. 2025 Mar
26;17(3):e81260. (オンライン)

Ogura T,
Shiraishi C

臨床研究開発センター
Approach to Detecting Beneficial and
Detrimental Drug-Drug Interactions in

Complex Pharmacotherapy.

Cureus. 2025 Feb
8;17(2):e78746. (オンライン)

Hashizume R,
Imai H, Ohashi

H, et al
ゲノム医療部

Case report: Severe arrhythmogenic
cardiomyopathy in a young girl with
compound heterozygous DSG2 and

MYBPC3 variants with a 6-year follow-up.

Front Genet. 2025 Mar
6;16:1545561. (オンライン)

Ogura T,
Shiraishi C

臨床研究開発センター

Efficacy of Prednisone Avoidance in
Patients With Liver Transplant Using the

U.S. Food and Drug Administration
Adverse Event Reporting System.

Cureus. 2024 May
13;16(5):e60193. (オンライン)

Kato H, Hirai
J, Takano T, et

al
薬剤部

A systematic review and meta-analysis on
the efficacy of carbapenems versus

metronidazole combination therapy in
patients infected with Bacteroides spp.

J Infect Chemother. 2025
May;31(5):102687.

Hirai T, Mori
Y, Ogura T, et

al
薬剤部

Influence of loop diuretics on denosumab-
induced hypocalcaemia in osteoporosis: a

retrospective observational analysis.

J Pharm Health Care Sci.
2024 Sep 27;10(1):60. (オンラ

イン)

Shiraishi C,
Kato H, Ino K,

et al
薬剤部

Changes in the blood cyclosporine level
after switching from voriconazole to

isavuconazole in a patient with aplastic
anemia: insights from physiologically based
pharmacokinetic model simulation and the
Adverse Event Reporting System database

study.

Front Microbiol. 2025 Feb
24;16:1525991. (オンライン)

Kato H,
Hagihara M,
Asai N, et al

薬剤部

A retrospective study comparing the
effectiveness of carbapenems and

tazobactam/piperacillin as an empirical
treatment for patients infected with

Bacteroides fragilis.

Anaerobe. 2025
Apr;92:102950.

Yamasaki D,
Ito S, Ochiai

N, et al
感染制御部

Impact of long-term macrolide therapy on
the evaluation indicator of outpatient oral
antimicrobial use according to the AWaRe

classification.

J Infect Chemother. 2025
Feb;31(2):102491.

Kato H,
Shiraishi C,

Hagihara M, et
al

薬剤部

Association between voriconazole-induced
visual hallucination and dopamine in an

analysis of the food and drug administration
(FDA) adverse event reporting system

database.

Sci Rep. 2024 May
31;14(1):12519. (オンライン)

Kato H,
Hagihara M,
Hiramatsu SI,

et al

薬剤部

Evaluating the antimicrobial efficacy of
ceftriaxone regimens: 1a�?g twice daily

versus 2a�?g once daily in a murine model of
Streptococcus pneumoniae pneumonia.

JAC Antimicrob Resist. 2024
Jun 4;6(3):dlae092. (オンライ

ン)

Kato H 薬剤部 Antibiotic therapy for bacterial pneumonia.
J Pharm Health Care Sci.

2024 Jul 30;10(1):45. (オンラ
イン)
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Shiraishi C,
Kato H, Ogura

T, et al
薬剤部

An investigation of broad-spectrum
antibiotic-induced liver injury based on the
FDA Adverse Event Reporting System and

retrospective observational study.

Sci Rep. 2024 Aug
6;14(1):18221. (オンライン)

Hirai T,
Aoyama T,

Tsuji Y, et al
薬剤部

Pharmacokinetic Model of Drug Interaction
of Tacrolimus with Combined

Administration of CYP3A4 Inhibitors
Voriconazole and Clarithromycin After

Bone Marrow Transplantation.

Eur J Drug Metab
Pharmacokinet. 2024
Nov;49(6):763-771.

Hirai T, Ueda
S, Ogura T, et

al
薬剤部

Hyperkalemic effect of drug-drug
interaction between esaxerenone and

trimethoprim in patients with hypertension:
a pilot study.

J Pharm Health Care Sci.
2024 Aug 2;10(1):46. (オンラ

イン)

Shiraishi C,
Kato H, Ogura

T, et al
薬剤部

Association between age and onset of
daptomycin-induced adverse events using

the U.S. food and drug administration
adverse event reporting system.

J Infect Chemother. 2025
Jan;31(1):102501.

Nakano K,
Kanno Y,

Kajiwara K, et
al

看護部
Nursing Support for Constipation in

Palliative Care Units in Japan: A Multisite
Cross-Sectional Study.

Palliat Med Rep. 2025 Jan
8;6(1):1-5. (オンライン)

Oda K, Murata
T, Tanaka F,

et al
循環器内科

A case of acute kidney injury and Fanconi
syndrome while taking multiple

supplements, including Red Yeast Rice
Cholesterol Help(AR).

CEN Case Rep. 2025
Feb;14(1):47-51.

Nakayama N,
Kono A,

Moriwaki Y, et
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Primary Ciliary Dyskinesia Caused by

Loss-of-Function Variants in the CCNO
gene.

Cureus. 2024 Apr
23;16(4):e58854. (オンライン)

Sakaida H,
Ichikawa Y,

Yamazaki A, et
al

耳鼻咽喉・頭頸部外科

Ultra-High Spatial Resolution Images of the
Temporal Bone Obtained With a Newly
Released Photon-Counting Detector

Computed Tomography.

Ear Nose Throat J. 2024 Apr
24:1455613241235551.

Shimizu A,
Tomata Y

リハビリテーション科
Editorial: Epidemiological studies on

Japanese diets, health, and nutritional
outcomes.

Front Nutr. 2024 Jul
3;11:1448258. (オンライン)
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Momosaki R,
Shirai Y,

Nagano F, et al
リハビリテーション科

Beyond Real Congress: Academic Congress
in the Metaverse Provides Exciting and

Novel Educational Experience.

Prog Rehabil Med. 2024 Jun
5;9:20240020. (オンライン)

Shirai Y,
Momosaki R,
Kato Y, et al

リハビリテーション科
Nutritional Care for Adults in Nursing

Homes: A Scoping Review.
J UOEH. 2024;46(2):227-

239.

Shimizu A,
Ikeda T,

Miyaguni Y, et
al

リハビリテーション科

Association between the incidence of
functional disability and frequency of eating
together among older adults living alone: a

6-year follow-up study from the Japan
Gerontological Evaluation Study.

Age Ageing. 2024 Jul
2;53(7):afae153.

Shimizu A,
Maeda K,

Ueshima J, et
al

リハビリテーション科

Effects of Sarcopenia on Changes in the
Prevalence of Patients with Depressive

Mood during Inpatient Geriatric
Rehabilitation.

Ann Geriatr Med Res. 2024
Dec;28(4):469-475.

Shimizu A,
Yamaguchi K,
Kunieda K, et

al

リハビリテーション科
Dietary intervention for post-stroke

dysphagia.
Lancet Neurol. 2024
Aug;23(8):763-764.

Momosaki R,
Tora K, Shirai

Y, et al
リハビリテーション科

Strategies to Promote Physical Activity
among Sedentary Metaverse Residents.

Prog Rehabil Med. 2024 Nov
28;9:20240038. (オンライン)

Kato Y, Ushida
K, Momosaki R

リハビリテーション科
Evaluating the Accuracy of ChatGPT in the

Japanese Board-Certified Physiatrist
Examination.

Cureus. 2024 Dec
22;16(12):e76214. (オンライ

ン)

Ushida K,
Wakabayashi

H, Kinoshita S,
et al

リハビリテーション科
Association between bed-rest time, food
intake, and constipation in older nursing

home residents.

Geriatr Gerontol Int. 2025
Apr;25(4):583-587.

Shimizu A,
Maeda K,

Ueshima J, et
al

リハビリテーション科
Association of GLIM-defined malnutrition

with depressive mood in older adults
undergoing rehabilitation.

Eur J Clin Nutr. 2025 Feb 20.

Tohyama M,
Momosaki R,
Tora K, et al

リハビリテーション科

The Impact of Avatar Appearance on the
Persuasiveness of a Short Video
Encouraging Physical Activity: A
Randomized Observational Study.

Cureus. 2025 Feb
5;17(2):e78582. (オンライン)

Tohyama M,
Momosaki R,
Shirai Y, et al

リハビリテーション科
Digital health interventions for non-older
individuals at risk of frailty: A systematic

review and meta-analysis.

Digit Health. 2025 Mar
21;11:20552076251328566.

(オンライン)

Kato Y, Ushida
K, Shimizu M,

et al
リハビリテーション科

Impact of Early Rehabilitation after
Endovascular Treatment for Peripheral

Arterial Disease.

Prog Rehabil Med. 2024 Jun
8;9:20240021. (オンライン)

Yamamoto Y,
Hori S, Ushida

K, et al
リハビリテーション科

Impact of Frailty Risk on Functional
Outcome after Aneurysmal Subarachnoid
Hemorrhage: A Historical Cohort Study.

Neurol Med Chir (Tokyo).
2024 Nov 15;64(11):409-417.

Ochiai K,
Kameda I, Kato

Y, et al
リハビリテーション科

Impact of Delayed Postoperative
Rehabilitation on Patients with Valvular
Heart Disease: A Retrospective Cohort

Study.

Prog Rehabil Med. 2025 Feb
21;10:20250006. (オンライン)

Yasukawa M,
Shimizu A,

Tohyama M, et
al

リハビリテーション科
Key Implications in the Detection of

Cognitive Frailty.
J Am Med Dir Assoc. 2025

Apr;26(4):105499.
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Usui M, Uchida
K, Hayasaki A,

et al
病理診断科

Prognostic impact of the distance from the
anterior surface to tumor cells in

pancreatoduodenectomy with neoadjuvant
chemoradiotherapy for pancreatic ductal

adenocarcinoma.

PLoS One. 2024 Jul
26;19(7):e0307876. (オンライ

ン)

Semba R,
Uchida K,

Hirokawa Y, et
al

病理診断科
A simple risk stratification model for
prostate cancer using histopathologic

findings of radical prostatectomy.

Am J Clin Pathol. 2024 Oct
3;162(4):420-425.

Nato Y,
Miyazaki K,

Maruyama D,
et al

血液内科

Treatments and Outcomes of Newly
Diagnosed CD5-Positive Diffuse Large B-

Cell Lymphoma: A Multi-Institutional
Observational Study.

Hematol Oncol. 2025
Mar;43(2):e70047.

Ono R,
Horibata K

総合診療部

Four Cases of Calcium Pyrophosphate
Deposition Disease Presenting With

Polymyalgia-Like Symptoms and
Chondrocalcinosis in the Shoulder and Hip

Joints Identified on CT Imaging.

Cureus. 2025 Jan
4;17(1):e76897. (オンライン)

Nishimura A,
Fujikawa Y,

Senga Y, et al
整形外科

Recurrent peroneal tendon dislocation-the
current concept of management.

Ann Jt. 2024 Aug 30;9:40.
(オンライン)

Yamaguchi M,
Fukuhara N,

Takizawa J, et
al

血液内科
Alemtuzumab monotherapy for T-cell

prolymphocytic leukemia: an observational
study in Japan.

J Clin Exp Hematop. 2024
Sep 28;64(3):216-222.

Ishii K, Iguchi
K, Matsuda C,

et al
病理診断科

Application of Original Prostate Cancer
Progression Model Interacting with
Fibroblasts in Preclinical Research.

J Clin Med. 2024 Dec
22;13(24):7837. (オンライン)

Liu M, Akahori
Y, Imai N, et al

血液内科

MAGE-A4 pMHC-targeted CAR-T cells
exploiting TCR machinery exhibit

significantly improved in vivo function while
retaining antigen specificity.

J Immunother Cancer. 2024
Nov 20;12(11):e010248. (オン

ライン)
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Feasibility and Safety of Virtual Reality-
Based Online Group Discussions Among

Nursing Students: A Cross-Sectional
Study.

Cureus. 2025 Jan
27;17(1):e78089. (オンライン)

Katoh D,
Senga Y,

Mizutani K, et
al

病理部
Negative regulation of lymphangiogenesis
by Tenascin-C delays the resolution of

inflammation.

iScience. 2025 Jan
6;28(2):111756. (オンライン)

Hiratsuka H,
Akahori Y,

Maeta S, et al
血液内科

Fast on-rates of chimeric antigen receptors
enhance the sensitivity to peptide MHC via

antigen rebinding.

J Biol Chem. 2024
Sep;300(9):107651.

Katsurahara M,
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al
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Gastrointestinal: A case of ulcerative
colitis complicated by Tolosa-hunt
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featuring rare extraintestinal

manifestations.

J Gastroenterol Hepatol.
2024 Dec;39(12):2473-2474.

Horibata K,
Kondo S,

Hashimoto S,
et al

総合診療部
An observational study to determine the

optimal physical evaluation site for
detecting anemia.

J Gen Fam Med. 2025 Feb
14;26(3):246-254. (オンライ

ン)

Watanabe T,
Matsuno Y,
Wakabayashi

M, et al

血液内科

Analyzing the risk factors for disease
progression within 2A?years and

histological transformation in patients
treated with rituximab plus

cyclophosphamide, doxorubicin, vincristine,
and prednisone as first-line treatment: A

15-year follow-up of patients with
advanced follicular lymphoma in
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Hematol Oncol. 2024
May;42(3):e3272.
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Nishimura T,
Fujiwara T,
Fujimoto H

救命救急・総合集中治療セ
ンター

When and how should next-generation
sequencing and comprehensive genomic

profiling assays be performed?

Cancer Sci. 2024
Sep;115(9):3194-3195.

Nishimura T,
Fujimoto H

救命救急・総合集中治療セ
ンター

PFS, OS or toxicity: what is the most
important factor in the treatment of

EGFR-mutated lung cancer?

Ann Oncol. 2025
Feb;36(2):220-221.

Nishimura T,
Fujimoto H

救命救急・総合集中治療セ
ンター
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Nishimura T,
Fujimoto H,

Fujiwara T, et
al

救命救急・総合集中治療セ
ンター

Impact of immune-related adverse events
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small cell lung cancer patients treated with
immune checkpoint inhibitors.

Cancer Med. 2024
Apr;13(8):e7188.

Hashizume R,
Xu Y, Ikejiri M,

et al
病理部

A 3000-year-old founder variant in the
DRC1 gene causes primary ciliary

dyskinesia in Japan and Korea.

J Hum Genet. 2024
Dec;69(12):655-661.
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Sawada H, et al
病理部

Trisomic rescue via allele-specific multiple
chromosome cleavage using CRISPR-Cas9

in trisomy 21 cells.

PNAS Nexus. 2025 Feb
18;4(2):pgaf022. (オンライン)

Takafuji M,
Kitagawa K,

Ishida M, et al
放射線部

Dynamic CT-perfusion parameters as
indicators of microcirculation: investigation

in patients without obstructive coronary
artery disease.

Clin Radiol. 2025
Feb;81:106766.

Takafuji M,
Kitagawa K,

Mizutani S, et
al

放射線部
Super-resolution deep learning

reconstruction for improved quality of
myocardial CT late enhancement.

Jpn J Radiol. 2025 Mar 12.

Tanaka F,
Maeda M,

Nakayama R,
et al

放射線部

A Combination of Amide Proton Transfer,
Tumor Blood Flow, and Apparent Diffusion
Coefficient Histogram Analysis Is Useful for

Differentiating Malignant from Benign
Intracranial Tumors in Young Patients: A

Preliminary Study.

Diagnostics (Basel). 2024 Jun
12;14(12):1236. (オンライン)

Kishi S, Maeda
M, Kogue R, et

al
放射線部

SWI brush sign of cerebral parenchymal
veins in central nervous system diseases.

Jpn J Radiol. 2025
May;43(5):726-735.

Nishimura T,
Fujimoto H,

Fujiwara T, et
al

救命救急・総合集中治療セ
ンター

Transforming Lung Cancer Management: A
Promising Case Study of Immune

Checkpoint Inhibitor Success Following a
Multidisciplinary Approach.

Diagnostics (Basel). 2024 Sep
28;14(19):2159. (オンライン)

Okano T,
Fujimoto H, Ito

T, et al

救命救急・総合集中治療セ
ンター

Radiological and Pathological Analysis of
Pembrolizumab-Associated Lung Lesions:
Diagnostic Challenges and Management.

Am J Case Rep. 2025 Jan
8;26:e945022. (オンライン)

Tanaka F,
Maeda M, Kishi

S, et al
放射線部

Updated imaging markers in cerebral
amyloid angiopathy: What radiologists need

to know.

Jpn J Radiol. 2025
May;43(5):736-751.

Matsukawa M,
Maeda M,

Tanaka F, et al
放射線部

Kearns-Sayre syndrome with restricted
diffusion in subcortical white matter and

extraocular muscle atrophy.

Radiol Case Rep. 2025 Mar
15;20(6):2646-2650. (オンラ

イン)

Omori Y,
Fujimori M,

Yamanaka T,
et al

放射線部

Role of Repeated Radiofrequency Ablation
for Patients with Lung Metastases of Head

and Neck Adenoid Cystic Carcinoma:
Long-term Single-center Study in 16

Patients with 289 Tumors.

Interv Radiol
(Higashimatsuyama). 2025
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イン)
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Koike Y, Sato
Y, Higashi K,

et al
小児外科

Dynamic pathology in various disease-
model mice using multiphoton laser

scanning microscopy

J PEDIATR SURG
OPEN.2024 OCT:8:9

Suzuki H 脳神経外科
Clazosentan, first approval in Japan: Has

perioperative management of subarachnoid
hemorrhage changed?

BRAIN
HEMORRHAGES.2024

APR:5(2):2

Goto M,
Sakamoto R,
Wakabayashi

H, et al

総合診療科

What dress code do we teach students and
residents? A survey of patients' and their
families' preferences regarding physicians'

appearance

ASIA PAC SCHOLAR.2024
JUL:9(3):9

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断さ
れるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能
な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るも
のであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活
動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆
頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数:
該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

Shiraishi M,
Shiraishi A,

Kodama T, et
al

形成外科

Effects of combination Use of pectoral
nerve block and serratus plane block on

acute pain following breast reconstruction
with a tissue expander: a prospective

cohort study in Japan

EUR J PLAST SURG.2024
AUG:47(1):7

Iwamoto T,
Fujimoto H,
Kobayashi T,

et al

薬剤部
Lymphocyte activation markers predict the
therapeutic response to immune checkpoint

inhibitors: A case-control study

CANCER MED-US.2024
JUN:13(12):11

Nampei M,
Kawakita F,

Asada R, et al
脳神経外科

Increased plasma pigment epithelium-
derived factor (PEDF) concentrations as a

negative predictor of angiographic
vasospasm after aneurysmal subarachnoid

hemorrhage

BRAIN
HEMORRHAGES.2024

AUG:5(4):8

Suzuki H,
Nakajima H,

Ichikawa T, et
al

脳神経外科

Beneficial effects of clazosentan add-on
treatment on delayed cerebral

microcirculatory disturbances after
aneurysmal subarachnoid hemorrhage

BRAIN
HEMORRHAGES.2024

APR:5(2):7

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主な
ものを記入すること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等
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3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有・無 

・ 手順書の主な内容 

目的、定義、設置者の責務、委員会等の役割・責務、委員会等の構成及び会議の成立要件等、迅

速審査に関すること。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況 

○有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有・無 

・ 規定の主な内容 

目的、委員会の設置、申告、審査、指導等、情報開示、管理、利益相反相談室の設置、研究機関

の長の責務に関すること。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年2回 

 ・研修の主な内容 

・「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」に関すること（1回） 

・「臨床研究法」に関すること（1回） 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数  

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

山本 憲彦 総合診療科 教授         31年  

土肥 薫 循環器内科 教授         31年  

俵 功 血液内科 教授         31年  

中川 勇人 消化器・肝臓内科 教授         25年  

新堂 晃大 脳神経内科 教授         24年 H26.4.1-H28.3.31休職 

小林 哲 呼吸器内科 教授         34年  

水野 聡朗 腫瘍内科 准教授         31年  

村田 智博 腎臓内科 講師         26年  

西濵 康太 糖尿病・内分泌内科 助教         16年  

鈴木 圭 感染症内科 教授         23年  

水野 修吾 一般外科 教授         30年  

問山 裕二 消化管外科 教授         28年  

水野 修吾 肝胆膵・移植外科 教授         30年  

佐久間 肇 心臓血管外科 病院長         40年 H5.11.1-H8.3.31休職 

川口 晃司 呼吸器外科 教授         27年  

河口 浩介 乳腺外科 教授         19年  

小池 勇樹 小児外科 講師 22年 H27.4.1-H29.3.31休職 

長谷川 正裕 整形外科 教授 35年  

近藤 英司 産科婦人科 教授 29年  

平山 雅浩 小児科 教授 39年  

岡田 元宏 精神科神経科 教授 34年  

山中 恵一 皮膚科 教授 32年 H15.5.16-H17.6.30休職 

井上 貴博 腎泌尿器外科 教授 31年  

近藤 峰生 眼科 教授 34年 H11.1.25-H13.1.25休職 

佐久間 肇 耳鼻咽喉・頭頸部外

科 

病院長 40年 H5.11.1-H8.3.31休職 

鈴木 秀謙 脳神経外科 教授 35年  

成島 三長 形成外科 教授 24年  

市川 泰崇 放射線科 教授 27年  

佐久間 肇 病理診断科 病院長 40年 H5.11.1-H8.3.31休職 

奥川 喜永 ゲノム診療科 教授 22年 H25.4.1-H27.3.31休職 

H27.8.1-H27.12.31休職 

賀来 隆治 麻酔科 教授 29年  

賀来 隆治 緩和ケア科 教授         29年  



鈴木 圭 救急科 教授 23年  

新井 直也 歯科口腔外科 教授 36年 H15.4.1-H16.3.31休職 

百崎 良 リハビリテーション

科 

教授 21年  

中島 亜矢子 リウマチ・膠原病内科 教授 39年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

1.クリティカルケア研修会 

 ・研修の主な内容  

 ・BLS 

  研修期間・実施回数  2024年4月26日（金）（1回60分）・1回  

  参加人数 看護師71名、放射線技師2名、臨床工学技師3名、管理栄養士2名、薬剤師8名、 

検査部4名、理学療法士2名、作業療法士1名、言語聴覚士1名、 

災害対策推進・教育センター1名 

 

 ・レベルⅠフィジカルイグザミネーション 

  研修期間・実施回数  2024年5月7日（火）・8日（水）・10日（金）(1回120分)・5回 

  参加人数 71名 

 

 ・レベルⅠ救急時の対応 

  研修期間・実施回数  2024年8月2日（金）・6日（火）（1回180分）・4回 

  参加人数 72名 

 

 ・Ⅰフィジカルアセスメント（入院患者編） 

  研修期間・実施回数  2024年6月20日(木)・24日(月)・26日(水)（1回120分）・6回 

参加人数 72名 

 

 ・チーム医療シナリオシミュレーション研修 

  研修期間・実施回数  2024年10月25日（金）・11月1日（金）（1回130分）・4回 

  参加人数 看護師69名、放射線技師2名、薬剤師7名、臨床検査技士4名、臨床工学技師3名 

       管理栄養士1名、理学療法士2名、作業療法士1名、言語聴覚士1名 

 

 ・レベルⅡフィジカルアセスメント（術後患者編） 

  研修期間・実施回数  2024年5月24日（金）・27日（月）・30日（木）(1回120分）・6回 

  参加人数 73名 

 

 ・人工呼吸器勉強会 

  研修期間・実施回数  2025年1月22日（水）・29日（水）(1回45分)・4回 

  参加人数 40名 

  

 ・レベルⅢフィジカルアセスメント（急変患者対応編①） 

  研修期間・実施回数  2024年12月2日（月）・3日（火）・9日（月）・13日（金） 

(1回120分）・4回 

  参加人数 62名 

 

・レベルⅢフィジカルアセスメント（急変患者対応編②） 

  研修期間・実施回数  2025年1月9日（木）・10日（金）・14日（火）・17日（金） 



(1回120分）・4回 

  参加人数 61名 

 

2.看護部クリニカルラダーレベルⅢ、Ⅳ、Ⅴ研修 

 ・研修の主な内容 

看護師の能力開発・評価のためクリニカルラダーのシステムがある。そのうち、レベルⅢ

はリーダーシップを発揮し看護実践ができるレベル、レベルⅣではロールモデルとなれるレ

ベルをめざし、レベルⅤでは、より複雑な状況において患者にとって最適な手段を選択しQOL

向上を目指して育成している。レベルⅢでは、看護倫理、リーダーシップ（知識編）、キャ

リア開発、フィジカルアセスメント（急変対応編①）、フィジカルアセスメント（急変対応

編②）、認知症患者の看護、安全管理、経営管理、災害管理について、レベルⅣでは、看護

倫理、リーダーシップ（実践編）、看護理論、日常ケアから看護研究へ、安全管理、経営管

理について研修を行った。レベルⅤでは、看護研究、教育方法論、看護倫理コーディネータ

ー養成に関する研修を行った。 

 ・研修の期間・実施回数 

レベルⅢ  5月～2月  26回（1回60分～120分） 

レベルⅣ  6月～3月  19回（1回45分～ 90分） 

レベルⅤ  7月～3月   7回（1回30分～240分） 

 ・研修の参加人数 延べ733名 

レベルⅢ 573名、レベルⅣ 142名、レベルⅤ 18名 

・ラダー認定者数 レベルⅢ 23名、レベルⅣ 4名 レベルⅤ 0名 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

職員研修会：基本理念・基本方針、職員の行動規範、患者の権利、医療安全管理について 

合同研修会：医療情報、医療機器、医薬品の安全使用及び肝炎対策について 

 ・研修の期間・実施回数 

職員研修会：令和6年4月15日 

合同研修会：令和6年4月18日 

 ・研修の参加人数 

職員研修会：2,134人（e-learning受講を含む） 

合同研修会：2,134人（e-learning受講を含む） 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 



 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

 (様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 佐久間 肇 

  管理担当者氏名 放射線部長 市川 泰崇 
薬剤部長 岩本 卓也 
医療安全管理部長 兼児 敏浩 
感染制御部長 田辺 正樹 
臨床工学部長 井上 貴博 
医療情報管理部長 土肥 薫 
看護部長 福永 稚子 
医学・病院管理部総務課長 駒田 雅彦 
医学・病院管理部経営管理課長 福田 雄一 
医学・病院管理部医事課長 太田 善之 
医学・病院管理部医療支援課長 柘植 智司 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に

掲
げ
る
事
項 

病院日誌 病歴室及びサーバー 診療に関する諸記録は
全科電子カルテを導入。 
（患者の署名のある同
意書及び医師等が手書
きした記録は、スキャン
している。） 
なお、診療録の病院外へ
の持ち出しは、本院が定
める取扱いにおいて禁
止している。 

各科診療日誌 病歴室及びサーバー 
処方せん 病歴室、薬剤部及びサー

バー 
手術記録 病歴室及びサーバー 
看護記録 病歴室及びサーバー 
検査所見記録 病歴室及びサーバー 
エックス線写真 サーバー 
紹介状 病歴室及びサーバー 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病歴室及びサーバー 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 従業者数を明らかにす
る帳簿は人事給与シス
テムにて管理している。 

高度の医療の提供の実績 医事課 
 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課、薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療支援課、医療安全管
理部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

総務課、医療支援課、医
療安全管理部 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

総務課、医療安全管理部 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療支援課、医療安全管
理部 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

総務課、感染制御部 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

総務課、感染制御部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

総務課、感染制御部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

総務課、感染制御部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

総務課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

総務課、薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

総務課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

総務課、臨床工学部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経営管理課、臨床工学部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学部 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課、医療安全管
理部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課、感染制御部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

総務課 

医療安全管理部門の設置状況 総務課、医療安全管
理部 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

総務課、医療安全管
理部 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

総務課、医療安全管
理部、薬剤部 

監査委員会の設置状況 監査室、総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

各診療科、医療安全
管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療支援課、医療安
全管理部 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療支援課、医療安
全管理部、総合サポ
ートセンター 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療支援課、医療安
全管理部 

職員研修の実施状況 総務課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療支援課、医療安
全管理部 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

企画総務部総務チー
ム、総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

〇安全管理に関する基本的な考え方 

〇安全管理のための委員会、その他医療機関内の組織に関する基本的事

項 

〇安全管理のための職員研修に関する基本方針 

〇医療機関内における事故報告書等の医療に係る安全確保のための改善

策に関する基本方針 

〇医療事故等発生の対応に関する基本方針 

〇医療従事者と患者との間の情報共有に関する基本方針 

〇患者からの相談への対応に関する指針 
〇その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年123回 
・ 活動の主な内容： 

○医療安全管理委員会（年12 回） 

医事法制に関する事項、医療事故の予防に関する事項、医療事故発

生時の対策に関する事項、医事紛争の処理に関する事項、医療訴訟に

関する事項、死亡事例及び重症合併症事例に関する事項並びに内部通

報窓口（医療安全・倫理ポスト）への投書に関する事項を所掌する。 

○医療の質・倫理検討委員会（年 23 回） 

移植医療、終末期医療及び治療拒否等における臨床倫理的問題に関

すること、医療安全の確保に資する診療内容のモニタリングに関する

こと、インフォームド・コンセントの適正な実施についてのモニタリ

ングに関すること並びに職員の医療安全の認識についてのモニタリン

グに関することを所掌する。 

○医療安全会議（年 76 回） 

医療安全に係る検討及び死亡事例・重症合併症事例の検討を行う。 

○リスクマネージャー会議（年 12 回） 

インシデントレポートの積極的な収集並びに医療安全管理委員会及

び医療安全管理部において決定した事故防止策・対応策等の必要な情

報を医療現場に周知徹底する。また、各医療現場において、医療事故

の原因及び防止方法並びに医療体制の改善方法について、独自に検討

及び提言し、独自に事故防止のための研修会及び勉強会を開き、医療

事故防止のための啓発活動を行う。 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 3 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

・病院長を講師として病院の基本理念や基本方針について、医療サービス

担当副病院長を講師として職員の行動規範について、医療安全担当副病

院長を講師として医療安全管理についての研修会を実施した。 

 



 
 
 

 
・学内講師による医療安全管理及び人生の最終段階における適切な意思決

定支援についての研修会を実施した。 

・外部講師による演題「身体的拘束最小限にむけたはじめの一歩」の研修

会を実施した。 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

ヒヤリハットニュースの発行しており昨年度は９回発行している。 

インシデントレポートから積極的に収集した情報をもとに 

医療安全管理委員会及び医療安全会議において事例の分析を行い、 

事故防止策・対応策等を検討し、リスクマネージャー会議を開催して 

医療現場に周知した。 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

・院内感染対策に関する基本的な考え方 

・委員会等の組織に関する基本的事項 

・職員研修に関する基本方針 

・発生状況の報告に関する基本方針 

・感染発生対応に関する基本方針 

・指針の閲覧に関する基本方針 

・その他の必要な基本方針 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

・微生物（耐性菌、CD、感染症法上届け出疾患）の検出状況報告 

・職員流行性ウイルス疾患等の発生状況報告 

・病棟ラウンド指摘事項報告 

・手指衛生状況報告 

・血液培養2セット率報告  

・AST活動状況報告 

・届け出抗菌薬使用状況報告  

・SSIサーベイランスに関する報告 

・デバイス関連感染サーベイランスに関する報告 

・感染症関連の従業員保健に関する内容 

・指針・マニュアルの改訂に関する内容 

・地域連携、国公立大学病院感染対策協議会の情報共有 

・感染症等の最新情報の共有 

・病院従業者等へのワクチン接種に関する内容 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 2 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

・学内講師による標準予防策及び抗菌薬適正使⽤並びに手指衛生の適応及び正しい手技について

の研修会を実施した。 

・外部講師による演題「職員全員で取り組む感染対策～災害時における感染対策につながる標準

予防策の徹底について～」、学内講師による演題「院内感染対策・抗菌薬適正使⽤について」

の研修会を実施した。 
 

 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

院内にて迅速な対応が必要な感染症が院内の検査にて判明した場合、検査部より感染制御部に

連絡が入ることとなっており、感染制御部が直ちに部署に出向き、感染対策を実施している。 

入院時の持ち込み感染症については、病棟より感染制御部へ連絡が入ることとなっている。 

従業者の感染症罹患については、感染制御部のホームページに専用の報告フォームがあり、フ



 
 
 

 
ォームに入力することで感染制御部に報告されるシステムが確立されている。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 3 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

・全職員対象：医薬品安全管理担当者を講師とし、医薬品安全使用の研修会を実施した 
・医療安全管理部薬剤師を講師として新入職員対象研修（医療安全）を実施した 
・薬剤部職員を講師とし、研修医を対象に、麻薬の取扱いに関する研修会を実施した 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

１．医薬品の採用 

２．医薬品の購入 

３．医薬品の管理 

４．医薬品の請求と調剤・交付 

５．未承認薬・適応外使用薬の適正使用手順 

６．与薬・施用と薬剤管理指導 

７．医薬品の安全使用にかかる情報の取扱い 

８．重大な有害事象の予防・対応 

９．医薬品等の臨床試験（治験）および製造販売後調査に係る取扱い 

１０．研修医等による医薬品の取扱いの制限 

１１．各部門における手順  

１２．地域連携 

１３．医薬品安全使用ための業務手順書について 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

・Vision Blue（トリパンブルー；眼科手術用色素製剤） 

・ILM Blue（ブリリアントブルーG；眼科手術用色素製剤） 

・グルタルアルデヒド溶液（人工心膜の固定） 

・リファンピシン溶液（人工血管の感染予防） 

・エチレンジアミン四酢酸溶液（眼帯状角膜変性に対しキレートによるCa除去） 

・フェノールグリセリン注（薬剤抵抗性がん性疼痛の緩和目的のクモ膜下ブロック） 

・ポビドンヨード・シュガー軟膏（褥瘡、皮膚潰瘍） 

・味質液（味覚脱失等の検査） 
 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・電子カルテ端末から電子医薬品集、添付文書改訂情報、包装変更や供給状況など製薬企業から

の情報を全職員が閲覧可能としている。 

・医薬品の安全使用に関する院内報（DI-Weekly、薬剤部ニュース、くすりの適正使用情報）を



 
 
 

 
発行し、職員メールによる配布のほか、職員用エレベーターホールへの掲示、病院ポータルサ

イトへ掲載している。 

・病棟薬剤師、手術部薬剤師、医薬品情報室、医療安全管理部、医薬品安全管理責任者、リスク

マネージャーで週一回ミーティングを実施、医薬品に関する情報やインシデントを共有し、対

応策の検討を行っている。 

・薬剤師が行った疑義照会のうち、重大（レベル0c相当）事例を、医療安全管理委員会、リスク

マネージャー会議、科長会議へ報告し、注意喚起および改善策の検討を行っている。 

・薬剤部で把握した適応外使用事例を、未承認新規医薬品・医療機器評価委員会へ報告し、委員

会で内容および必要な対応を検討している。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 76 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

・医療機器安全管理責任者を講師として、全職員を対象に医療機器に関する安全使用について 

研修会を実施した。 

  ・研修医や新人看護師、病棟移動看護師に対し、臨床工学技士を講師として医療機器の操作お 

よび安全使用について研修会を実施した。 

  ・特に技術の習得が必要と考えられる医療機器については、実地研修（使用方法や有用性・安 

全性に関する事項、トラブル発生時の対応含む）を実施した。 

  ・新規導入する医療機器に対して、メーカー担当者を講師とした研修会を開催。なお、研修会 

の実施においては、あらかじめ使用する職員の名簿を作成したうえで日程調整を行い、操作 

およびトラブル対応などについて実地研修を実施し、全員受講できるよう複数回実施した。 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
  ・臨床工学技士による点検もしくはメーカー委託による点検を実施 

  ・点検内容は、機器の自己診断機能を含む動作点検やアラーム動作点検、精度点検、 

   初期設定項目の確認を実施 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

・脳底動脈瘤に対するPipeline Embolization Deviceの使用 

  ・イノウエバルーンを用いた三尖弁狭窄に対する治療 

・Bulging sinus 付き fan-shaped 弁内装 PTFE 人工血管導管（パッチ）の使用 

・ゴア バイアバーン ステントグラフトを用いた鎖骨下動脈瘤に対する血管内治療 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・未承認医療機器や適応外使用の医療機器を用いた医療の提供を行う事例は、未承認新規医療 

機器等を用いた医療の提供の適否等にかかる担当部門（医療安全管理部・サーベイランスチ 

ーム）へ報告し、未承認新規医薬品・医療機器評価委員会において内容を審議する。 

  ・診療、支援部門（手術部、アンギオ室、内視鏡室など）において、把握していない高難度新規 

医療技術が実施されていないかサーベイランスチームにより調査を行い、その結果を高難度新 

規医療技術評価委員会に報告する。 

  ・PMDAから随時配信される情報やメーカー等から得た情報は、医療安全管理部を通して関係部 

署に周知し、必要があればリスクマネージャー会議（月1回）にて報告する。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 

医療安全管理責任者が、医療安全管理部長及び医療安全管理委員会委員長を担っており、これら

を統括している。また、医療安全管理委員会には、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責

任者が構成員となっており、医療安全管理責任者が各責任者を統括している。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 3 名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品に係る添付文書等やメーカー、インターネット、文献等から情報を収集し、整理した上で、

薬剤部発行の院内医薬品情報誌やオンライン医薬品集、薬剤部ホームページへの掲載、必要に応じ

て院内メールや文書等による通知、病棟担当薬剤師によるカンファレンス等での説明、その他掲示

等により周知を行っている。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

調剤や病棟薬剤業務における疑義照会時に未承認薬や適応外薬のスクリーニングを行い、把握し

た事例について未承認新規医薬品・医療機器評価委員会で報告し、適宜、同委員会への審議申請を

図っている。当該委員会に付議された申請のうち、医薬品に係る審議事項の事前調査と委員会での

説明と審議を行っている。委員会で承認された適応外使用について、データベースを作成し薬剤部

員で情報共有している。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部医薬品情報室，職種：薬剤師） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

： 

診療情報管理士が抽出したカルテを、各診療科の医師リスクマネージャーが評価を行い、その内容を

医療安全管理部が確認する。 

 

 



 
 
 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療録等の管理に関する責任者（副病院長 医療安全担当）を配置し、医師、看護師、診療情報

管理士において診療記録の質的監査チェックシートを基に実施する。 

監査項目は、日々の診療記録の記載がされており且つ、診療計画の立案、適切なプロセスでイン

フォームド・コンセントが実施され同意書が得られているか、カンファレンスの開催内容が適切に

記載されているか等をチェックする。 

監査報告、指導については医療情報・診療記録管理委員会で今後の記載に当たっての注意事項、

改善方法等について指導を行っている。また、診療科長、主治医、教育医長、看護師、薬剤部長、

栄養診療部栄養士長、リハビリテーション部技師長にも質的監査チェックシートを送付し、報告し

ている。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（6）名、専任（1）名、兼任（3）名 

 うち医師：専従（1）名、専任（1）名、兼任（1）名 

 うち薬剤師：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

 うち看護師：専従（3）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

(1) 医療の質・倫理検討委員会及び医療安全管理委員会に係る事務に関すること。 

(2) 医療事故その他の医療安全管理部において取り扱うことが必要なものとして病院長が認める

事象が発生した場合における診療録その他の診療に関する記録の確認，患者又はその家族への

説明，原因の究明の実施その他の対応の状況の確認及び当該確認の結果に基づく職員への指導

に関すること。 

(3) インシデントレポートの収集・調査・防止対策及び防止対策の周知徹底に関すること。 

(4) 医療事故防止・安全管理に係わる病院内の巡視・点検・評価に関すること。 

(5) 医療事故防止・安全管理に係わる業務改善の提言・指導に関すること。 

(6) 医療安全に係わる教育・研修・啓発に関すること。 

(7) 医療事故防止対策マニュアルに関すること。 

(8) 医療安全会議及びリスクマネージャー会議に関すること。 

(9) 内部通報窓口（医療安全・倫理ポスト）に関すること。 

(10) 医療安全の確保に資する診療内容のモニタリングに関すること。 

具体的には、血栓予防や転倒転落防止のための症例件数を把握 

(11) 職員の医療安全の認識についてのモニタリングに関すること。 

具体的には、インスリンに関する認識と適正使用に関する実態調査を実施している 

(12) インフォームド・コンセントの適正な実施についてのモニタリングに関すること。 

(13) 高難度新規医療技術を用いた医療の提供の適否等の決定に係る業務及び規程の遵守状況の

確認等に関すること。 

(14) 未承認新規医薬品を用いた医療の提供の適否等の決定に係る業務及び規程の遵守状況の確

認等に関すること。 

(15) 未承認新規医療機器を用いた医療の提供の適否等の決定に係る業務及び規程の遵守状況の

確認等に関すること。 

(16) 死亡事例及び重症合併症事例に関すること。 

(17) 医療安全に係る患者相談に関すること。 



 
 
 

 
(18) その他医療の安全管理に関すること。 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（6件）、及び許可件数（6件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(1) 診療科からの申出内容を確認し、高難度新規医療技術評価委員会に対して意見を求める。 

(2) 高難度新規医療技術評価委員会からの意見を踏まえ、当該医療技術の提供の適否等について決

定し、その結果を病院長に報告を行った上、診療科の長に通知する。 

(3) 当該医療技術について定期的及び必要な場合に、手術記録、診療録等の記載内容、診療科から

の報告により規程の遵守状況を確認する。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（135件）、及び許可件数（132件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(1) 診療科からの申出内容を確認し、未承認新規医薬品・医療機器評価委員会に対して意見を求め

る。 

(2) 未承認新規医薬品・医療機器評価委員会からの意見を踏まえ、当該未承認新規医薬品等の使用

の適否等について決定し、その結果を病院長に報告を行った上、診療科の長に通知する。 

(3) 当該未承認新規医薬品等について定期的及び必要な場合に、手術記録、診療録等の記載内容、

診療科からの報告により規程の遵守状況を確認する。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 212件 



 
 
 

 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 237件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

・医療安全管理部への報告の実施状況を確認させ、確認結果を病院長へ報告させること。 

・医療安全管理部への報告の実施状況が不十分な場合には、適切な報告のための職員等への研修及

び指導を行わせること。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：信州大学医学部附属病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：群馬大学医学部附属病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

①医療事故調査委員会の規定がないことを助言されたため、三重大学医学部附属病院事例調査委員

会内規を作成した 

②未承認新規医薬品の委員会の開催要件について、実際には法令の基準を満たしているが規定への

記載がなく、記載することを助言された。そのため、三重大学医学部附属病院未承認新規医薬品

・医療機器評価委員会規定第６条に開催要件を追記した。 

③高難度新規医療技術は、急性期モニタリングが不足しており、能動的な仕組の構築について助言

を受けた。そのため、「実施計画書」の提出を義務付ける事で実施日を把握し、実施直後のモニ

タリングを開始した。 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者からの相談に応じる部門として、総合サポートセンターを設置している。内容が医療安全に

係る疑いがある場合は、情報を医療安全管理部に提供する。 

投書箱に寄せられた意見・苦情については、患者サービス委員会で情報共有・検討される。同員

会には医療安全管理部長が委員として出席し、患者からの意見・苦情等の内容・対応等について検

討、実践、フィードバックを行っている。 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

合同研修会（臨床工学部、薬剤部、医療情報管理部、肝炎相談支援センターがそれぞれ講師を担当）、

保険診療に関する研修会、褥瘡に係る研修会、診療用放射線の安全利用の研修会を実施した。 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 



 
 
 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者が、日本医療機

能評価機構が主催する「2024年度特定機能病院管理者研修」を受講した。 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

 令和 7年 6月 日本医療機能評価機構による病院機能評価「一般病院 3(3rdG:Ver.3.0)」を受審 

 令和 7年 8月 中間的な報告 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

本院 HPにて専用ページを設けて公表している。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
 
 
 
  

 

 ・ 基準の主な内容 

1．医療法（昭和２３年法律第２０５号）第１０条の規定に則った者であること。 

2．医療の安全の確保のために必要な資質・能力として、医療安全管理業務の経験、患者安全を第

一に考える姿勢及び指導力を有すること。 

3．当院を管理運営する上で必要な資質・能力として、当院の基本理念・基本方針（下記参照）を

理解し、その実現に向けた強い意志と統率力（リーダーシップ）、改革精神、コンプライアン

ス意識、当院又は当院以外の病院での組織管理経験を有し、医学部附属病院の安定的な経営基

盤の確立と効率的な組織編成を実現できる総合的能力を有する者であること。 

4．医学部附属病院の現状を正確に分析するとともに，中長期的な目標に向かって将来ビジョンを

具体的かつ明確に示し，医学部附属病院の課題について，医学部長及び学長と連携して取り組

むことができる者であること。 

5．三重県の拠点病院として地域医療に貢献するために必要な資質・能力として、三重県や三重県

医師会、関係病院、その他関係機関と連携協力していく指導力及び調整力を有すること。 

 

【三重大学医学部附属病院の基本理念・基本方針】 

◆基本理念 

本院は、信頼と安心が得られる地域医療の拠点として、未来を拓く診療・研究を推進し、人間

性豊かな優れた医療人を育成します。 

 

◆基本方針 

✓ 地域の拠点病院として、安全で質の高い先進的な医療を提供します。 

✓ 臨床研修機関として、次代の担い手となる人間性豊かな人材を育成します。 

✓ 新しい医療を目指す臨床研究を推進し、社会に貢献します。 

✓ 医療・医育機関との連携・支援を推進し、地域医療の発展に尽くします。 

✓ 疾病の予防を目指した教育・研究を推進します。 

✓ 上記の基本方針を推進するために、健全で成長性のある病院経営を行います。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・ 公表の方法 

三重大学ホームページへの掲載、公募の案内文書を郵送する際に同封 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 

 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

三重大学ホームページへの掲載 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

西岡 慶子 国立大学法人 

三重大学 

 規程第 3条第 1項第 1号に基づく学長

が指名する理事地域共創担当の理事

として、大学の将来構想について豊富

な知見を有しているため 

有・無 

平山 雅浩 同上  規程第 3条第 1項第 2号に基づき役職

指定 

有・無 

佐久間 肇 同上  規程第 3条第 1項第 3号に基づき役職

指定 

有・無 

坂東 泰子 同上  規程第3条第1項第4号に基づき医学系

研究科から推薦された大学教員 

基礎医学系大学教員として、医学・医

療に関する教育・研究について豊富な

経験を有しているため 

有・無 

兼児 敏浩 同上  規程第3条第1項第5号に基づき医学部

附属病院から推薦された職員 

医療安全担当の副病院長として、病院

管理の上で特に重要な医療安全につ

いて豊富な知見を有しているため 

有・無 

福永 稚子 同上  規程第 3 条第 1 項第 6号に基づき
役職指定 

有・無 

織田島 孝広 同上  規程第 3 条第 1 項第 7号に基づき
役職指定 

有・無 

伊藤 利宏 同上  規程第 3 条第 1 項第 8号に基づき
役職指定 

有・無 

大鳥 精司 国立大学法人 

千葉大学 

 規程第 3 条第 1 項第 9号に基づき
学長が委嘱する学外有識者特定機
能病院の病院長として、医学・医
療や病院の管理について豊富な知
見を有しているため 

有・無 

辻 保彦 辻製油株式 ○ 規程第 3 条第 1 項第 9号に基づき
学長が委嘱する学外有識者地元企
業の経営者として、法人経営や地
域の経済・社会について豊富な知
見を有しているため 

有・無 

 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

(1) 人事に関する事項  

(2) 診療に関する事項  

(3) 予算の配分方針に関する事項  

(4) 組織の設置廃止の方針に関する事項  

(5) 病院諸規程の制定改廃に関する事項  

(6) その他病院長が必要と認める事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

・毎月第4水曜に開催する科長会議での周知。 

・院内メールや紙資料配付による周知。 

・特に周知徹底が必要な事項については、別途緊急集会を開催。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

佐久間 肇 ○ 医師 病院長 

土肥 薫  医師 副病院長（地域連携・診療(内科系)担当） 

循環器・腎臓内科学分野 教授 

水野 修吾  医師 副病院長（総務・診療(外科系)担当） 

肝胆膵・移植外科学分野 教授 

近藤 峰生  医師 副病院長（経営担当） 

眼科学分野 教授 

問山 裕二  医師 副病院長（研究・倫理担当） 

消化管・小児外科学分野 教授 

兼児 敏浩  医師 副病院長（医療安全担当） 

医療安全管理部 教授 

福永 稚子  看護師 副病院長（医療サービス担当） 

看護部長 

伊藤 利宏  事務 副病院長（事務担当） 

管理部長 

俵 功  医師 血液・腫瘍内科学分野 教授 

中川 勇人  医師 消化器内科学分野 教授 

小林 哲  医師 呼吸器内科学分野、代謝内分泌内科学分野 教授 

新堂 晃大  医師 神経病態内科学分野 教授 



 
 
 

 
岡田 元宏  医師 精神神経科学分野 教授 

平山 雅浩  医師 小児科学分野 教授 

研究科長 

山中 恵一  医師 皮膚科学分野 教授  

近藤 英司  医師 産科婦人科学分野 教授 

鈴木 秀謙  医師 脳神経外科学分野 教授 

長谷川 正裕  医師 運動器外科学・腫瘍集学治療学分野 教授 

井上 貴博  医師 腎泌尿器外科学分野 教授 

新井 直也  医師 口腔・顎顔面外科学分野 教授 

成島 三長  医師 形成外科学分野 教授 

賀来 隆治  医師 麻酔科学分野 教授 

田辺 正樹  医師 感染制御・感染症危機管理学分野 教授 

川口 晃司  医師 呼吸器外科 教授 

山本 憲彦  医師 総合診療部 教授 

病院長補佐（教育担当） 

奥川 喜永  医師 ゲノム医療部 教授 

鈴木 圭  医師 高度救命救急・総合集中治療センター 教授 

河口 浩介  医師 乳腺センター 教授 

中島 亜矢子  医師 リウマチ・膠原病センター 教授 

杉本 和史  医師 検査部 教授 

百崎 良  医師 リハビリテーション部 教授 

岡本 隆二  医師 臨床研修・キャリア支援部 教授 

田丸 智巳  医師 臨床研究開発センター 教授 

岩本 卓也  薬剤師 薬剤部 教授 

江藤 由美  看護師 病院長特命補佐（看護学科連携担当） 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 

本学ホームページに掲載。 

 
 ・ 規程の主な内容 

「病院長は，附属病院の管理，運営をつかさどり所属職員を統括する。」旨を規定し、また、副病

院長や病院長補佐等の病院長を補佐する役職の設置についても規定している。 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

＜副病院長＞ 

附属病院の管理運営を円滑に進めるため、病院長の職務を補佐する。 

（担当：地域連携・診療（内科系）、総務・診療（外科系）、経営、研究・倫理、 

医療サービス、医療安全、事務） 

＜病院長補佐＞ 

附属病院の運営を円滑に進めるため、病院長の職務を補佐する。 

＜病院長特命補佐＞ 

附属病院の運営を円滑に進めるため、特別の命を受け、病院長の職務を補佐する。 

（担当：メディカルスタッフ、看護学科連携、災害対策推進） 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

病院長以下執行部のほかに各診療科に科長、副科長を置き、科長のもとに統括医長、外来医長、

病棟医長、教育医長及び研究医長を置き、それぞれに責任を持たせ担当業務を遂行させている。 

日本医療機能評価機構が主催する「2024年度特定機能病院管理者研修」を管理者（病院長）、医

療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者が受講している。 

 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

医学部附属病院における医療に係る安全管理の状況を監査し、学長または病院長に対して提言を

行う。 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：本学ホームページに掲載。 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

山﨑 正法 公益財団法人暴

力追放 

三重県民センタ

ー 

専務理事兼事務

局長 

 医療を受ける者その他の

医療従事者以外の者 

有・無 2 

片山 眞洋 片山総合法律事

務所 

弁護士 

 医療に係る安全管理又は

法律に関する識見を有す

る者その他の学識経験を

有する者 

有・無 1 

小池 敦 三重県立看護大

学 

看護学部 教授 

 医療を受ける者その他の

医療従事者以外の者 

有・無 2 

鈴木 明 浜松医科大学医

学部附属病院  

医療安全管理室 

特任講師 

○ 医療に係る安全管理又は

法律に関する識見を有す

る者その他の学識経験を

有する者 

有・無 1 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 

三重大学においては、主として監事並びに内部監査部門（監査室）が管理者の業務執行状況を確

認している。 

「国立大学法人三重大学監事監査規程」第9条では監事の確認対象として、「学長、理事及び職

員の職務執行が法令等に違反しないための法令等遵守体制」と明記している。また、同規程第17条

では、「監事は、重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握するため、役員会のほか、経営

協議会、教育研究評議会、その他の重要な会議又は委員会に出席することができ、必要あると認め

たときは、意見を述べることができる」となっている。これに基づき、監事は、下記（※）の大学

本部の重要会議に出席し、管理者からの病院事業報告の状況を確認しており、監査室も原則同席し

ている。 

（※役員会、経営協議会、教育研究評議会、全学マネジメント委員会、教育・学生会議、危機管理

委員会） 

また、主として下表の病院関連各種重要会議に出席して法令等の遵守状況、管理者の開設者への

事業報告状況、病院の経営状況を確認している。加えて、監事が会議等で必要に応じて事務担当者

に資料を求め内容を確認している。 

更に、学長・理事が病院マネジメント会議に出席し、大学本部と病院との連携強化に取り組んで

いることも確認している。 

（令和6年10月～令和7年9月の病院関連各種会議への出席状況） 

会議名 主たる議題 
出席回数 

（監事） 
出席者 

病院マネジメント会議 
業績、医療安全、当局指摘対応、労務管理（医

師の働き方改革等）ほか 
19 回 監事、監査チーム（監査室） 

医療安全管理委員会 医療事故報告、継続フォロー案件報告ほか 8 回 監事 

メディカルマネジメント 

委員会 
診療体制、診療稼働及び経営改善ほか 11 回 監事、監査チーム（監査室） 

医療の質・倫理検討委員会 
日本産科婦人科学会で定める着床前遺伝学検査

（PGT-M）の審議事案がある際に監事出席 
1 回 監事 

病院監査委員会 
外部委員会：医療安全体制に関するアドバイス 

（医療法施行規則第 15 条の 4第 1 項第 2 号） 
1 回 監事、監査チーム（監査室） 

病院監督管理委員会 
外部委員会：予算執行及び管理運営の状況等 

（医療法施行規則第 15 条の 4第 1 項第 3 号ロ） 
1 回 監事、監査チーム（監査室） 

※事務組織改編により令和7年4月より監査チームが監査室となった。 

これら活動の状況は、月締めで監事が作成し、監査室から開設者及び管理者等に監事病院関連活

動報告書として提出している。 

該当期間においては、附属病院の「医師の働き方改革」について、定着・改善状況を確認してい

る。 

法令遵守に関する体制としては、「国立大学法人三重大学におけるコンプライアンスの推進に関

する規程」によりコンプライアンス体制を整備しており、学長が附属病院を含む全学のコンプライ

アンスに関する管理責任者として最終責任を負い、本学のコンプライアンスの推進を図り、公正・

公平かつ誠実な業務の遂行を確保するため、コンプライアンス委員会を設置している。コンプライ

アンス教育の啓発活動として令和６年度においても令和５年度に引き続き学内において部局別に

顧問弁護士によるコンプライアンス研修会が実施されていることを確認した。また、附属病院にお



 
 
 

 
いては保険診療等に関するコンプライアンス研修会が実施されたことを確認した。更には、令和７

年度においても部局別に顧問弁護士によるコンプライアンス研修会を開催予定であることを確認

した。 

また、内部監査部門や病院担当者に人事異動があった際にも、開設者による監督体制の必要性に

ついて再周知し、体制が形骸化しないよう努めている。 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

（三重大学規則集HP）https://www.mie-u.ac.jp/koukai/kisoku/index.html 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

大学の理事会（本学においては役員会）とは別の会議体として、平成30年7月に「三重大学医

学部附属病院監督管理委員会」を設置し、第2回を令和2年9月、第3回を令和4年3月23日、第4回

を令和5年3月23日、第5回を令和6年2月19日、第6回を令和7年2月28日に開催した。 

委員は5名で、うち3名が外部委員（本学と利害関係のない者）となっており、点検・監督の結

果は報告書にまとめ、役員会にて報告している。 

 
 ・ 会議体の実施状況（ 年 1 回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 1 回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

本学ウェブサイトにて公表 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：三重大学医学部附属病院監督管理委員会規程 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

西岡 慶子 国立大学法人三重大学  有・無 

織田島 孝広 同上  有・無 

髙木 純一 鈴鹿医療科学大学 ○ 有・無 

大友 克之 朝日大学  有・無 

辻 保彦 辻製油株式会社  有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 21 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

医療安全会議、リスクマネージャー会議、ヒヤリハットニュース等において、全職員に周知を図

り、また、そのことが周知されたか否かについて、リスクマネージャーに再度確認を行っている。 

各種職員研修（全員研修・新人研修・中途採用研修・研修医研修等）にて周知している。 

 

 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

　閲覧責任者氏名 　　病院長　佐久間　肇

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要
①規程に定められた閲覧申込書を、原則として閲覧を希望する2週間前までに病院長に提出する。
②病院長は、前記の申込みを適当と認めるときは、閲覧承認書を交付する。
③閲覧に際しては、閲覧担当者が立ち会った上で行う。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　　医学・病院管理部総務課総務係

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　　医学・病院管理部総務課長　駒田　雅彦

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

（様式第6）



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

病院ホームページでの情報発信のほか、医学系研究科・附属病院概要など各種広報誌の発

行や公開講座の実施など、広く情報発信を行っている。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

がんセンター等で診療科間及び職種の枠を越えた連携によるチーム医療、集学的治療を推

進している。また、本院において個々に展開されているチーム医療の機能を高め、チーム間

の連携を強化することによって、診療のサポートをより効果的・効率的に行い、医療の質の

向上に繋げることを目的としたチーム医療推進センターを設置しており、チーム医療の機能

及び連携の強化を行っている。 

 

 

 

 


